
今
後
の
活
動
予
定

平
成
19
年
度
の
予
定
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◇
公
開
研
究
会
◇

５
月
26
日（
土
）、
10
月
13
日（
土
）、
11
月
17

日（
土
）に
、国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
に
て
開

催
予
定
で
す
。

◇
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
◇

12
月
１
日（
土
）に
開
催
予
定
で
す（
会
場
未

定
）。本

学
・
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.icabs.ac.jp/frontia

）に
て
、講
演

者
・
題
目
等
の
予
定
を
随
時
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
の
で
、ご
確
認
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
紹
介

研
究
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表
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国
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大
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大
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教
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仏
教
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理
事
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研
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担
者

H
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D
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R
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国
際
仏
教
学
大
学
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大
学
教
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津
田
眞
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同
・
教
授
）

木
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清
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同
・
学
長
、
教
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デ
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フ
ロ
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同
・
教
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落
合
俊
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同
・
教
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赤
尾
栄
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（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
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企
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室
長
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高
田
時
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（
京
都
大
学
人
文
科
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研
究
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教
授
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梶
浦
　
晋

（
同
・
附
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情
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研
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タ
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助
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W
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同
・
附
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教
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教
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和
歌
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日
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能
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浄
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真
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本
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寺
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宗
学
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研
究
生
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三
宅
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誠

（
国
際
仏
教
学
大
学
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大
学
附
置
国
際
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教
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研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）

林
　
敏

（
国
際
仏
教
学
大
学
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大
学
博
士
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末
木
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国
際
仏
教
学
大
学
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大
学
附
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図
書
館
副
館
長
）

研
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青
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林
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佐
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研
究
補
助
員（
RA
）

興
津
香
織
・
上
杉
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英

国際仏教学大学院大学

第2号
2007.1

学術フロンティア「奈良平安古写経研究拠点の形成」ニュースレター

I T O K U R A

文部科学省　私立大学学術研究高度化推進事業
学術フロンティア「奈良平安古写経研究拠点の形成」ニュースレター

いとくら 第2号
平成19年1月10日発行
編集・発行
国際仏教学大学院大学
学術フロンティア実行委員会
〒105-0001  東京都港区虎ノ門5-3-23
URL   http://www.icabs.ac.jp/frontia
E-mail   koshakyo@icabs.ac.jp
制作・印刷　株式会社　高山

金剛寺一切経本『大乗起信論』冒頭部分

七寺の経蔵／中村　一紀

スクロールビューアについて／村川　猛彦

《古写経紹介》

金剛寺一切経と安世高の漢訳仏典／デレアヌ フロリン

《蔵の中》

天野山金剛寺の浄土教典籍／落合　俊典
古写経と微生物／吉川　也志保

《寺院紹介》

西方寺

次
号
紹
介

一
切
経
所
蔵
寺
院
紹
介
な
ど
、古
写
経
研

究
に
お
け
る
最
新
情
報
を
、
特
集
に
て

お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。
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《
表
紙
写
真
紹
介
》

金
剛
寺
一
切
経
本『
大
乗
起
信
論
』に
つ
い
て

木
村
　
清
孝いとくら：私たちが調査している古写経を収める「経蔵」からの造語。「経」を意味するサンスクリット語“sutra”には「いと」などの

意味があり、また「経」には「たていと」という読みがあることから、「経蔵」を「いとくら」と読んでニュースレターのタイトル
としました。
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金剛寺一切経本『大乗起信論』冒頭部分

『
大
乗
起
信
論
』は
如
来
蔵
系
の
論
書
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
仏
教

世
界
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。こ
の
論
書
は
、馬

鳴
（
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
）
な
る
人
物
が
著
し
、
６
世
紀
に
中
国
に

来
た
訳
経
僧
の
真
諦（
パ
ラ
マ
ー
ル
タ
）が
ま
ず
訳
出
し
、後
に

八
十
巻
本『
華
厳
経
』
等
の
翻
訳
者
実
叉
難
陀（
シ
ク
シ
ャ
ー
ナ
ン

ダ
）が
再
訳
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

馬
鳴
と
い
う
名
を
持
つ
仏
教
者
と
し
て
は
、
１
〜
２
世
紀
頃
に

出
た
仏
教
詩
人
が
有
名
で
あ
る
。し
か
し
、こ
の
人
物
を
本
論
の
著

者
と
み
な
す
こ
と
は
、
内
容
的
に
も
時
代
的
に
も
困
難
で
あ
る
。
そ

の
た
め
本
論
の
著
者
は
、龍
樹（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
）以
後
、４
〜

５
世
紀
頃
に
現
れ
た
同
名
異
人
の
馬
鳴
で
あ
る
、と
す
る
説
も
あ

る
。
確
か
に
、
本
論
の
思
想
的
素
材
の
ほ
と
ん
ど
は
イ
ン
ド
仏
教
の

諸
文
献
の
中
に
見
出
せ
る
し
、２
つ
の「
漢
訳
」と
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト

も
、訳
書
と
し
て
目
立
っ
て
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
な
い
。こ
れ
ら
の
こ

と
は
、本
論
の
イ
ン
ド
成
立
を
支
持
す
る
材
料
で
あ
る
。し
か
し
、
イ

ン
ド
・
西
域
の
仏
教
の
文
献
や
遺
品
の
中
に
そ
の
存
在
と
影
響
を
証

す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
の
み
な
ら
ず
、訳
者
の
伝
記
、
テ

キ
ス
ト
の
構
成
と
論
理
、４
〜
６
世
紀
頃
の
イ
ン
ド
以
東
の
歴
史
状

況
な
ど
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
逆
に
、
そ
れ
が
当
初
、
イ
ン

ド
に
お
い
て
梵
本
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
を
疑
わ
せ
る
材
料

が
次
々
に
出
て
く
る
。
現
在
の
筆
者
の
推
測
で
は
、
少
な
く
と
も
本

論
が
最
終
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
６
世
紀
の
中
国
文
化
圏
内
に

お
い
て
で
あ
っ
て
、
初
出
の
テ
キ
ス
ト
が
真
諦
訳
と
さ
れ
る
の
は
仮
託

で
あ
り
、
ま
た
実
叉
難
陀
訳
と
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
何
人
か
に
よ
る

そ
の
再
治
本
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

『
大
乗
起
信
論
』の
上
記
の
２
種
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
多
く
の
写
本
・

刊
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
天
平
勝
宝
６
年（
７
５
４
）の

奥
書
を
も
ち
、
本
文
に
平
安
時
代
前
期
と
思
わ
れ
る
訓
点
が
付
さ

れ
て
い
る
日
本
の
東
寺
観
智
院
蔵
本
は
、
同
書
の
真
諦
訳
本
の
最
古

の
写
本
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。
今
回
採
り
上
げ
た
金
剛
寺
一

切
経
本（
真
諦
訳
本
と
さ
れ
る
も
の
の
写
本
）は
、
平
安
時
代
後
期

（
12
世
紀
）頃
の
書
写
で
、加
点（
移
点
）の
時
期
も
ほ
ぼ
同
時
代
と
推

測
さ
れ
る
。
首
題
に
は「
大
乗
起
信
論
一
巻
　
馬
鳴
菩
薩
造
」、
奥

書
に
は「
幸
一
丸
七
歳
」
云
々
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、東
寺
観

智
院
蔵
本
同
様
に
古
訓
点
が
本
文
に
付
さ
れ
て
お
り
、
平
安
後
期
の

写
本
と
し
て
貴
重
な
文
献
な
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
形
成
と

展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た『
大
乗
起
信
論
』は
、中
古
〜
中
世

の
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
読
み
方
を
さ
れ
、
ど
う
受
容
さ
れ
て

い
た
の
か
│
今
後
の
研
究
に
よ
り
、
こ
の
点
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
表
紙
の
写
真
は
、
同
書
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
訓
点
か
ら
、

最
初
の
一
句
で
あ
る「
歸
命
盡
十
方
」は
現
在
と
は
異
な
り
、「
命
ハ

盡
十
方
ヲ
歸
セ
シ
メ
タ
テ
マ
ツ
ル
」と
訓
読
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
、
大
変
興
味
深
い
。

（
本
学
学
長
、
教
授
）

＊『
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
』第
2
輯
所
収
予
定
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書
写
で
、加
点（
移
点
）の
時
期
も
ほ
ぼ
同
時
代
と
推

測
さ
れ
る
。
首
題
に
は「
大
乗
起
信
論
一
巻
　
馬
鳴
菩
薩
造
」、
奥

書
に
は「
幸
一
丸
七
歳
」
云
々
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、東
寺
観

智
院
蔵
本
同
様
に
古
訓
点
が
本
文
に
付
さ
れ
て
お
り
、
平
安
後
期
の

写
本
と
し
て
貴
重
な
文
献
な
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
形
成
と

展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た『
大
乗
起
信
論
』は
、中
古
〜
中
世

の
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
読
み
方
を
さ
れ
、
ど
う
受
容
さ
れ
て

い
た
の
か
│
今
後
の
研
究
に
よ
り
、
こ
の
点
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
表
紙
の
写
真
は
、
同
書
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
訓
点
か
ら
、

最
初
の
一
句
で
あ
る「
歸
命
盡
十
方
」は
現
在
と
は
異
な
り
、「
命
ハ

盡
十
方
ヲ
歸
セ
シ
メ
タ
テ
マ
ツ
ル
」と
訓
読
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
、
大
変
興
味
深
い
。

（
本
学
学
長
、
教
授
）

＊『
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
』第
2
輯
所
収
予
定
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七
寺
は
、
昭
和
20
年
３
月
の
名
古
屋
空
襲
に

よ
り
、
旧
国
宝
の
本
堂
を
は
じ
め
堂
宇
を
焼
失

し
た
が
、
か
ら
く
も
経
蔵
だ
け
が
焼
け
残
っ
た
。

こ
の
時
、
平
安
末
期
の
一
切
経
と
唐
櫃
は
と
も

に
疎
開
し
て
い
た
た
め
難
を
逃
れ
た
。
も
し
、
収

納
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
れ
ば
空
襲
に
よ
る
高
熱
で

櫃
は
も
と
よ
り
一
切
経
に
も
何
ら
か
の
影
響
が

出
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。こ
の
経
蔵
は
、明
治
28

年（
１
８
９
５
）に
建
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

空
襲
に
よ
り
そ
れ
ま
で
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
た

と
い
う
建
築
に
か
か
わ
る
書
類
も
焼
失
し
、
設

計
等
に
関
す
る
一
切
は
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
。

筆
者
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
れ
て
い
る
吉

川
也
志
保
氏
の
お
誘
い
を
請
け
本
年
３
月
と
８

月
に
数
日
間
、
そ
の
構
造
等
の
調
査
と
若
干
の

環
境
整
備
を
行
う
機
会
を
得
た
。
こ
こ
で
は
そ

の
構
造
と
現
状
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

経
蔵（
図
１
）は
、
寄
せ
棟
煉
瓦
造
り
、
屋
根

は
瓦
葺
き
で
あ
る
。
入
口
を
北
に
向
け
、
一
辺

５
メ
ー
ト
ル
余
の
ほ
ぼ
正
方
の
形
状
を
持
つ
。
棟

高
は
計
測
で
き
な
い
が
屋
根
下
ま
で
は
約
3.3
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
蔵
は
高
さ
約
60
セ
ン
チ
強
の
基
壇

上
に
建
ち
、
現
在
は
外
壁
に
モ
ル
タ
ル
塗
装
が

施
さ
れ
て
い
る
。
入
口
は
内
側
に
網
引
き
戸
、
外

側
に
観
音
開
き
の
鉄
扉
を
持
つ
。
お
そ
ら
く
土

か
漆
喰
の
戸
に
鉄
板
を
覆
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

壁
厚
は
入
口
部
で
お
よ
そ
50
セ
ン
チ
を
計
る
。

内
壁
は
漆
喰
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
。
内
部
に

入
り
目
を
引
く
と
こ
ろ
は
、
天
井
が
寄
せ
棟
の

形
状
に
合
わ
せ
た
ド
ー
ム
型
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る（
図
２
）。
ド
ー
ム
最
高
点
ま
で
は
約
４
メ
ー

ト
ル
を
計
る
。

経
蔵
に
窓
は
な
い
が
、
通
気
孔
が
各
壁
面
に

２
箇
所
ず
つ
、
床
に
８
箇
所
の
計
16
箇
所
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
よ
く
機
能
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
通
気
孔
に

も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
壁
面
の
も

の
は
床
か
ら
約
2.4
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
10
×
13

セ
ン
チ
に
開
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
通
気
孔
は
内

外
部
を
直
線
で
繋
ぐ
の
で
は
な
く
、
外
気
や
湿

気
の
侵
入
を
緩
や
か
に
す
る
た
め
か
、
上
下
方

向
に
ク
ラ
ン
ク
状
に
段
差
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
内
側
の
開
口
部
と
壁
心
の
段
差
部
に

は
目
の
細
か
い
金
網
が
張
ら
れ
虫
や
鳥
の
侵
入

を
防
止
し
て
い
る（
図
３
）。
つ
ぎ
に
、
床
面
の
通

気
孔
で
あ
る
が
、
開
口
部
は
15
×
24
セ
ン
チ
で
口

縁
部
に
鉄
製
の
縦
格
子
枠
を
備
え
、
小
動
物
の

侵
入
を
防
い
で
い
る
。
実
際
、
古
い
土
蔵
に
見
ら

れ
る
鼠
等
の
食
害
は
本
経
蔵
に
は
全
く
見
ら
れ

な
い
。
こ
の
通
気
孔
は
図
６
に
示
し
た
よ
う
に
あ

た
か
も
煙
突
の
ご
と
く
に
し
て
、
各
々
基
壇
と

繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
基
壇
の
構
造

に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
基
壇
に
は
北
面
を
除
き

各
面
２
箇
所
の
通
気
孔（
図
１
・
４
）が
あ
る
が
、

現
在
東
面
の
孔
は
周
辺
の
整
備
工
事
等
に
よ
り

盛
り
土
が
さ
れ
た
よ
う
で
塞
が
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
通
気
孔
は
外
観
か
ら
は
経
蔵
の
防
湿
の
た

め
に
、
基
壇
内
を
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

し
た
も
の
と
思
え
た
。
し
か
し
、
内
部
を
の
ぞ
い

て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
煉
瓦
造
り
の
ア
ー
チ
型
ト

ン
ネ
ル
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る（
図
５
）。
こ

の
ト
ン
ネ
ル
は
図
６
に
記
し
た
よ
う
に
東
西
方

向
、
南
北
方
向
に
升
目
状
に
各
２
本
ず
つ
通
じ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
天
井
部
で
経
蔵
床
面
の
通

気
孔
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
蔵
内
部
の

換
気
は
主
と
し
て
こ
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の
風
の
流

れ
に
よ
り
行
わ
れ
、
そ
の
風
は
壁
面
の
通
気
孔

か
ら
抜
け
出
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
風
を
、
単

な
る
高
床
で
は
な
く
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
通
す
こ

と
に
よ
り
、
通
気
の
効
率
を
高
め
る
事
を
意
図

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
の
よ
う
に
経
蔵

天
井
は
ド
ー
ム
型
に
造
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
構
造

は
空
気
が
澱
み
づ
ら
く
、
経
蔵
内
の
換
気
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

で
は
肝
腎
な
唐
櫃
内
の
温
湿
度
環
境
は
ど
う

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
吉
川
也
志
保
氏

が
す
で
に
測
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
唐

櫃
内
の
湿
度
は
昨
年
８
月
か
ら
今
年
の
２
月
ま

で
で
あ
る
が
、
60
か
ら
66
％
の
範
囲
内
で
推
移

し
て
お
り
、
環
境
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
。
経

典
の
現
状
を
見
る
と
、
若
干
の
虫
損
は
あ
る
が

害
虫
の
大
量
発
生
の
痕
跡
は
見
ら
れ
ず
、
カ
ビ

も
櫃
に
は
見
ら
れ
る
も
の
の
経
に
は
な
く
、
湿

気
に
よ
る
フ
ヤ
ケ
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
通
気

が
よ
く
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
現
在
ま
で

経
蔵
の
持
つ
機
能
だ
け
で
こ
こ
ま
で
来
た
と
い
う

状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
良
好
と
い
え
る
。
唐
櫃
が

保
存
に
適
し
た
容
器
で
あ
る
こ
と
は
い
ま
さ
ら

言
を
待
た
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
蔵

の
中
の
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
点
今

後
の
監
視
も
必
要
で
あ
る
。

以
上
、
経
蔵
の
構
造
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
そ

の
特
徴
の
第
一
は
土
蔵
で
は
な
く
煉
瓦
構
造
で

あ
る
こ
と
に
あ
る
。
煉
瓦
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
土
を
塗
り
固
め
た
土
蔵
よ
り
も
耐
久
性
に
優

れ
て
い
る
し
、
防
湿
面
で
も
土
蔵
よ
り
上
で
あ

る
。
煉
瓦
の
特
質
は
、
磁
器
と
違
い
低
温
で
焼

く
た
め
堅
さ
は
な
い
が
中
に
隙
間
が
多
く
で
き
、

そ
れ
が
調
湿
に
は
有
効
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
幾
度
か
ふ
れ
た
よ
う
に
換
気
構
造
に

様
々
な
工
夫
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
と

に
基
壇
内
の
通
気
ト
ン
ネ
ル
や
ド
ー
ム
型
天
井

は
、
筆
者
の
狭
い
知
見
の
中
で
は
あ
る
が
、
他
に

類
例
を
見
な
い
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
当

時
設
計
に
携
わ
っ
た
人
々
の
保
管
に
対
す
る
認

識
の
高
さ
を
表
し
て
お
り
、
明
治
期
の
経
蔵
と

し
て
も
貴
重
な
建
造
物
で
あ
ろ
う
。

本
経
蔵
は
建
造
以
来
百
年
余
を
経
過
し
、
な

お
現
役
で
健
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
蔵
を
囲
む

環
境
は
激
変
し
、
も
は
や
往
時
の
ま
ま
で
は
な

い
。
本
調
査
で
は
ご
許
可
を
得
て
床
の
通
気
孔

に
活
性
炭
入
り
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
設
置
し
た
が
、

も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
い
。
聞
け

ば
本
一
切
経
に
は
す
で
に
消
滅
し
た
と
思
わ
れ

て
い
た
経
典
も
多
く
含
ま
れ
る
と
い
う
。
そ
の
よ

う
な
貴
重
な
経
典
を
今
後
ど
の
よ
う
に
保
存
し

て
い
く
の
か
、
温
湿
度
、
排
気
ガ
ス
対
策
等
々
今

後
の
課
題
は
多
い
。

最
後
に
、
本
調
査
に
筆
者
の
参
加
を
許
さ
れ

貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
七
寺
蟹

江
良
三
師
並
び
に
落
合
俊
典
先
生
に
は
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
村
一
紀（
な
か
む
ら
か
ず
の
り
）

宮
内
庁
書
陵
部
。
國
學
院
大
學
文
学
部
史
学
科
卒
業
。

70
年
宮
内
庁
入
庁
。

以
来
書
陵
部
所
蔵
古
典
籍
等
の
保
存
管
理
部
門
を
担
当
。

［図2］経蔵内部

［図3］金網

［図6］経蔵及び基壇構造概略図

［図5］アーチ型のトンネル

［図4］通気孔

［図1］経蔵

【
執
筆
者
紹
介
】

換
気
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
貴
重
な
建
造
物

七
寺
の
経
蔵

中
村
一
紀
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３
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が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
内
側
の
開
口
部
と
壁
心
の
段
差
部
に

は
目
の
細
か
い
金
網
が
張
ら
れ
虫
や
鳥
の
侵
入

を
防
止
し
て
い
る（
図
３
）。
つ
ぎ
に
、
床
面
の
通

気
孔
で
あ
る
が
、
開
口
部
は
15
×
24
セ
ン
チ
で
口

縁
部
に
鉄
製
の
縦
格
子
枠
を
備
え
、
小
動
物
の

侵
入
を
防
い
で
い
る
。
実
際
、
古
い
土
蔵
に
見
ら

れ
る
鼠
等
の
食
害
は
本
経
蔵
に
は
全
く
見
ら
れ

な
い
。
こ
の
通
気
孔
は
図
６
に
示
し
た
よ
う
に
あ

た
か
も
煙
突
の
ご
と
く
に
し
て
、
各
々
基
壇
と

繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
基
壇
の
構
造

に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
基
壇
に
は
北
面
を
除
き

各
面
２
箇
所
の
通
気
孔（
図
１
・
４
）が
あ
る
が
、

現
在
東
面
の
孔
は
周
辺
の
整
備
工
事
等
に
よ
り

盛
り
土
が
さ
れ
た
よ
う
で
塞
が
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
通
気
孔
は
外
観
か
ら
は
経
蔵
の
防
湿
の
た

め
に
、
基
壇
内
を
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

し
た
も
の
と
思
え
た
。
し
か
し
、
内
部
を
の
ぞ
い

て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
煉
瓦
造
り
の
ア
ー
チ
型
ト

ン
ネ
ル
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る（
図
５
）。
こ

の
ト
ン
ネ
ル
は
図
６
に
記
し
た
よ
う
に
東
西
方

向
、
南
北
方
向
に
升
目
状
に
各
２
本
ず
つ
通
じ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
天
井
部
で
経
蔵
床
面
の
通

気
孔
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
蔵
内
部
の

換
気
は
主
と
し
て
こ
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の
風
の
流

れ
に
よ
り
行
わ
れ
、
そ
の
風
は
壁
面
の
通
気
孔

か
ら
抜
け
出
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
風
を
、
単

な
る
高
床
で
は
な
く
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
通
す
こ

と
に
よ
り
、
通
気
の
効
率
を
高
め
る
事
を
意
図

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
の
よ
う
に
経
蔵

天
井
は
ド
ー
ム
型
に
造
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
構
造

は
空
気
が
澱
み
づ
ら
く
、
経
蔵
内
の
換
気
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

で
は
肝
腎
な
唐
櫃
内
の
温
湿
度
環
境
は
ど
う

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
吉
川
也
志
保
氏

が
す
で
に
測
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
唐

櫃
内
の
湿
度
は
昨
年
８
月
か
ら
今
年
の
２
月
ま

で
で
あ
る
が
、
60
か
ら
66
％
の
範
囲
内
で
推
移

し
て
お
り
、
環
境
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
。
経

典
の
現
状
を
見
る
と
、
若
干
の
虫
損
は
あ
る
が

害
虫
の
大
量
発
生
の
痕
跡
は
見
ら
れ
ず
、
カ
ビ

も
櫃
に
は
見
ら
れ
る
も
の
の
経
に
は
な
く
、
湿

気
に
よ
る
フ
ヤ
ケ
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
通
気

が
よ
く
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
現
在
ま
で

経
蔵
の
持
つ
機
能
だ
け
で
こ
こ
ま
で
来
た
と
い
う

状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
良
好
と
い
え
る
。
唐
櫃
が

保
存
に
適
し
た
容
器
で
あ
る
こ
と
は
い
ま
さ
ら

言
を
待
た
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
蔵

の
中
の
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
点
今

後
の
監
視
も
必
要
で
あ
る
。

以
上
、
経
蔵
の
構
造
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
そ

の
特
徴
の
第
一
は
土
蔵
で
は
な
く
煉
瓦
構
造
で

あ
る
こ
と
に
あ
る
。
煉
瓦
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
土
を
塗
り
固
め
た
土
蔵
よ
り
も
耐
久
性
に
優

れ
て
い
る
し
、
防
湿
面
で
も
土
蔵
よ
り
上
で
あ

る
。
煉
瓦
の
特
質
は
、
磁
器
と
違
い
低
温
で
焼

く
た
め
堅
さ
は
な
い
が
中
に
隙
間
が
多
く
で
き
、

そ
れ
が
調
湿
に
は
有
効
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
幾
度
か
ふ
れ
た
よ
う
に
換
気
構
造
に

様
々
な
工
夫
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
と

に
基
壇
内
の
通
気
ト
ン
ネ
ル
や
ド
ー
ム
型
天
井

は
、
筆
者
の
狭
い
知
見
の
中
で
は
あ
る
が
、
他
に

類
例
を
見
な
い
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
当

時
設
計
に
携
わ
っ
た
人
々
の
保
管
に
対
す
る
認

識
の
高
さ
を
表
し
て
お
り
、
明
治
期
の
経
蔵
と

し
て
も
貴
重
な
建
造
物
で
あ
ろ
う
。

本
経
蔵
は
建
造
以
来
百
年
余
を
経
過
し
、
な

お
現
役
で
健
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
蔵
を
囲
む

環
境
は
激
変
し
、
も
は
や
往
時
の
ま
ま
で
は
な

い
。
本
調
査
で
は
ご
許
可
を
得
て
床
の
通
気
孔

に
活
性
炭
入
り
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
設
置
し
た
が
、

も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
い
。
聞
け

ば
本
一
切
経
に
は
す
で
に
消
滅
し
た
と
思
わ
れ

て
い
た
経
典
も
多
く
含
ま
れ
る
と
い
う
。
そ
の
よ

う
な
貴
重
な
経
典
を
今
後
ど
の
よ
う
に
保
存
し

て
い
く
の
か
、
温
湿
度
、
排
気
ガ
ス
対
策
等
々
今

後
の
課
題
は
多
い
。

最
後
に
、
本
調
査
に
筆
者
の
参
加
を
許
さ
れ

貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
七
寺
蟹

江
良
三
師
並
び
に
落
合
俊
典
先
生
に
は
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
村
一
紀（
な
か
む
ら
か
ず
の
り
）

宮
内
庁
書
陵
部
。
國
學
院
大
學
文
学
部
史
学
科
卒
業
。

70
年
宮
内
庁
入
庁
。

以
来
書
陵
部
所
蔵
古
典
籍
等
の
保
存
管
理
部
門
を
担
当
。

［図2］経蔵内部

［図3］金網

［図6］経蔵及び基壇構造概略図

［図5］アーチ型のトンネル

［図4］通気孔

［図1］経蔵

【
執
筆
者
紹
介
】

換
気
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
貴
重
な
建
造
物

七
寺
の
経
蔵

中
村
一
紀
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仏
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
い
う
テ
ー
マ
で

研
究
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
最
初
に
い
た

だ
い
た
画
像
は
、
金
剛
寺
一
切
経
の『
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
放
光
経
』
放
光
品
第
一（『
放
光
般
若

経
』
巻
第
一
）で
し
た
。
原
本
は
巻
子（
巻
物
）で

あ
り
横
に
長
く
、
撮
影
画
像
は
20
枚
の
コ
マ
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
図
２
は
そ
の
最
初
の
コ
マ

で
す
。
そ
の
上
、
隣
り
合
う
コ
マ
ど
う
し
で
何

行
か
重
複
し
て
い
ま
す
。
画
像
処
理
ソ
フ
ト
を

使
用
し
て
、
手
作
業
で
切
り
貼
り
し
て
合
成
画

像
を
作
る
と
い
う
の
は
、
数
が
少
な
け
れ
ば
そ

の
方
が
簡
便
で
す
が
、
金
剛
寺
一
切
経
だ
け
で

４,
０
０
０
巻
以
上
に
及
び
、
将
来
的
に
は
他

の
寺
院
で
も
撮
影
す
る
の
で
も
っ
と
増
え
る
と

聞
き
、切
り
貼
り
作
業
を
自
動
化
で
き
な
い
か
、

検
討
し
ま
し
た
。

最
初
に
、コ
マ
ご
と
に
文
字
領
域
を
認
識
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
そ

れ
ぞ
れ
の
文
字
領
域
は
長
方
形
で
表
す
も
の
と

し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
領
域
は
、
左
端
の
Ｘ
座

標
、
上
端
の
Ｙ
座
標
、
幅
、
高
さ
の
四
つ
の
数
値

で
表
現
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
縦
書
き
の
そ
れ
ぞ

れ
の
行
は
、
Ｘ
座
標
と
幅
を
同
じ
値
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
持
つ
べ
き
デ
ー
タ
の
量
を
減

ら
す
と
と
も
に
、
座
標
情
報
を
含
む
仏
典
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
で
、
経
典
／
画
像
／
行
／

文
字
と
い
う
階
層
関
係（
一
対
多
の
関
係
の
連

鎖
）を
自
然
に
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

求
め
た
文
字
領
域
の
情
報
を
、
隣
り
合
う

コ
マ
の
重
な
り
位
置
の
推
定
に
使
用
し
ま
し

た
。
当
初
は
重
な
り
位
置
の
検
出
に
も
画
像

を
使
っ
て
い
て
、
処
理
に
時
間
が
か
か
る
上
に

成
功
率
も
高
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
数
値

情
報
の
み
を
使
っ
て
求
め
る
こ
と
で
、
処
理
時

間
は
一
瞬
と
な
り
、
成
功
率
も
、『
放
光
般
若

経
』
巻
第
一
の
19
箇
所
の
隣
り
合
う
コ
マ
に
対

し
て
、
18
箇
所
で
正
し
い
位
置
で
し
た（
残
り
１

箇
所
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
手
作
業
で
数
値
を
修

正
し
て
い
ま
す
）。
図
３
は
、
機
械
的
に
認
識
し

た
領
域
に
線
を
引
き
、
正
し
く
認
識
し
て
い
る

か
を
目
で
確
認
す
る
た
め
に
作
成
し
た
画
像

で
す
。
青
の
箱（
緑
の
線
が
上
に
あ
る
の
で
一

部
見
え
て
い
ま
せ
ん
）が
紙
の
部
分
、
緑
の
箱
は

隣
り
合
う
コ
マ
と
の
重
な
り
を
排
除
し
た
領

域
、
赤
の
箱
は
認
識
し
た
文
字
領
域
で
す
。一

つ
の
文
字
を
複
数
の
赤
い
箱
で
囲
っ
て
い
た
り
、

あ
る
い
は
そ
の
逆
も
あ
り
、
文
字
領
域
認
識
に

は
改
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

左
上
に
あ
る
、
太
く
囲
ん
だ
赤
い
箱
は
、
隣
の

コ
マ
と
結
合
す
る
際
の
基
準
と
な
る
文
字
領
域

で
、
こ
れ
を
見
れ
ば
、
重
な
り
位
置
の
推
定
が

正
し
い
か
ど
う
か
が
容
易
に
判
断
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、上
下
左
右
の
不
要
な
領
域
を
切
り

落
と
し
、
隣
り
合
う
コ
マ
の
間
で
上
下
方
向
の

ず
れ
を
調
整
し
て
、
１
枚
の
経
典
画
像（
合
成

画
像
）を
自
動
で
作
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

り
ま
し
た
。『
放
光
般
若
経
』巻
第
一
に
つ
い
て
は
、

開
発
中
の
ス
ク
ロ
ー
ル
ビ
ュ
ー
ア

（ScrollV
iew

er

）に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す（
図
１
）。

こ
れ
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
経
典

画
像
を
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
ス
ム
ー
ズ
に
見
る
た
め

のW
eb

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
マ
ウ
ス
の
ド

ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
操
作
の
み
で
、
視
点
を
上
下

左
右
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
使
用
す
る
経
典

画
像
は
、
あ
ら
か
じ
め
分
割
し
て
お
き
ま
す
。

表
示
の
際
に
は
、
必
要
な
断
片
画
像
の
み
が
あ

れ
ば
よ
い
の
で
、
単
一
の
大
き
な
画
像
を
送
る

よ
り
も
、
通
信
量
の
低
減
が
図
れ
ま
す
。
画
像

フ
ァ
イ
ル
の
他
に
、
画
像
を
表
示
す
る
土
台
と

な
るH

T
M

L

フ
ァ
イ
ル
お
よ
びC

SS

フ
ァ
イ
ル
と
、

表
示
の
処
理
を
す
るJavaS

crip
t

フ
ァ
イ
ル
も

用
意
し
て
お
き
ま
す
。
表
示
す
る
パ
ソ
コ
ン
側

で
は
、
最
低
限
、W

eb

ブ
ラ
ウ
ザ
が
必
要
で
す
。

先
ほ
ど「
通
信
量
」
と
書
き
ま
し
た
が
、
通
信

は
必
須
で
は
な
く
、
表
示
す
る
パ
ソ
コ
ン
の
中
に

フ
ァ
イ
ル
を
す
べ
て
入
れ
て
お
け
ば
、
パ
ソ
コ
ン

単
体
で
画
像
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ス
ク
ロ
ー
ル
ビ
ュ
ー
ア
の
開
発
に
際
し
て
苦

労
を
し
た
の
が
、「
画
像
処
理
」
と
、「
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
選
択
」で
し
た
。

２,
０
０
０
×
１,
３
１
４
ピ
ク
セ
ル（
画
素
）の

20
枚
の
画
像
を
用
い
て
、
２
９,
６
０
２
×

１,
０
４
９
ピ
ク
セ
ル
の
画
像
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、標
準
的
な
パ
ソ
コ
ン

画
面
の
約
40
倍
に
相
当
し
ま
す
。
フ
ァ
イ
ル

サ
イ
ズ
は
、P

N
G

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
約
41
メ
ガ

バ
イ
ト
で
し
た
。

現
在
は
１,
２
０
０
万
画
素
の
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
で
20
枚
の
コ
マ
を
合
成
す
れ
ば
、
画

面
２
０
０
枚
分
に
相
当
す
る
画
像
が
作
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
も

１
０
０
メ
ガ
バ
イ
ト
を
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
フ
ァ
イ
ル
は
、
サ
ー
バ
か
ら
パ
ソ
コ

ン
に
送
る
に
も
、
ま
た
そ
れ
を
見
る
に
も
、
相

当
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
次
に
、

こ
の
画
像
を
低
コ
ス
ト
で
見
る
方
法
を
検

討
し
ま
し
た
。

表
示
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

ま
ず
はJava

ア
プ
レ
ッ
ト
で
実
装
を
試
み
ま
し

た
が
、
イ
ベ
ン
ト
処
理（
マ
ウ
ス
の
操
作
な
ど
を

検
知
し
て
、
表
示
を
変
更
す
る
こ
と
）を
含
む

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
不
慣
れ
だ
っ
た
た
め
、
使
え

る
シ
ス
テ
ム
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、

昨
年
あ
た
り
か
ら
、Aja

x

と
呼
ば
れ
る
、

JavaScript

とX
M

L

を
組
み
合
わ
せ
た
通
信
技

術
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
期
に
出
た

書
籍
の
一
つ
に
、
大
き
な
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
ス

ム
ー
ズ
に
上
下
左
右
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
応
用
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
画
像
を
あ
ら
か
じ
め
断
片

化
し
て
お
く
の
は
、
冒
頭
で
記
し
た
通
り
で
す

が
、
表
示
す
る
た
め
の
仮
想
の
領
域
を
ブ
ラ
ウ

ザ
の
内
部
で
確
保
し
て
て
お
く
の
が
、
も
う
一

つ
の
特
色
で
す
。

『
放
光
般
若
経
』
巻
第
一
に
つ
い
て
、こ
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
試
し
て
み
ま
し
た
。
断
片
画

像
の
大
き
さ
は
１
２
８
×
１
２
８
ピ
ク
セ
ル
と

し
て
、合
成
画
像
を
分
割
し
、HT

M
L

フ
ァ
イ
ル
、

C
SS

フ
ァ
イ
ル
、JavaScript

フ
ァ
イ
ル
は
書
籍
か

ら
そ
の
ま
ま
打
ち
込
ん
だ
上
で
数
値
を
い
く
つ

か
変
更
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ザ
で
表
示
さ
せ
た
と
こ

ろ
、う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
他
に
、同
様
に
画
像

処
理
を
し
て
作
っ
た『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻

第
三
（
約
２
０,
０
０
０
×
６
０
０
ピ
ク
セ
ル
）

や
、
合
成
画
像
と
し
て
い
た
だ
い
た『
一
切
経
音

義
』（
約
１
２
０,
０
０
０
×
２,
０
０
０
ピ
ク
セ

ル
を
50
％
縮
小
し
て
使
用
）に
つ
い
て
も
、
同

様
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
サ
ー
バ
か
ら
断
片
画
像
を
最
初
に
受
け

取
る
と
き
は
、
な
か
な
か
表
示
さ
れ
ず
や
き

も
き
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
度
取
得
す

れ
ば
、
表
示
領
域
か
ら
外
れ
て
ま
た
戻
っ
た
と

き
に
は
、
再
取
得
せ
ず
す
ぐ
に
表
示
し
ま
す
。

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
と
和
歌
山
大
学

と
で
通
信
実
験
を
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
表
示
で

き
る
こ
と
を
確
か
め
ま
し
た
。
研
究
室
内
で
、

通
信
速
度
の
上
限
を
様
々
に
設
定
し
て
テ
ス

ト
し
た
と
こ
ろ
、８
０
０
キ
ロb

p
s

（
１
秒
間
に

８
０
０
キ
ロ
ビ
ッ
ト
の
通
信
速
度
）
あ
れ
ば
、

支
障
な
く
表
示
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
現
在
、AD

S
L

に
せ
よ
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
せ

よ
、
数
メ
ガ
あ
る
い
は
数
十
メ
ガb

p
s

で
通
信

で
き
ま
す
の
で
、
将
来
公
開
し
た
と
き
に
も
、

一
度
に
多
数
の
ア
ク
セ
ス
が
な
い
限
り
、
支

障
な
く
運
用
で
き
そ
う
で
す
。

今
後
は
、
上
に
画
像
、
下
に
対
応
す
る
文
字

情
報
を
表
示
す
る
機
能
を
作
り
込
み
、
そ
れ
を

拡
張
し
て
、
同
一
タ
イ
ト
ル
の
異
な
る
経
典
を

対
照
表
示
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

画
像
と
座
標
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
、

C
B

E
T

A
（
中
華
電
子
仏
典
協
会
）の
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
に
対
す
る
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム
を
別
々

に
構
築
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
結
び
付

け
て
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
指
定
位
置
に
対

応
す
る
画
像
を
示
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
単
に
画
像
を
見
る

だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
コ
メ
ン
ト
を
埋
め
込
む

機
能
も
提
供
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
読
解
の

留
意
点
を
教
員
が
付
け
れ
ば
、
学
生
に
対
す

る
教
育
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
コ
メ

ン
ト
の
概
念
は
、W

eb
2
.0

の
分
野
で
は「
タ
グ
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
経
典
／
画
像
／
行
／
文
字

の
よ
う
な
機
械
的
な
階
層
関
係
と
は
別
の
切

り
口
で
、
人
手
で
タ
グ
を
付
け
検
索
や
情
報
の

再
利
用
に
活
用
す
る
の
は「
フ
ォ
ー
ク
ソ
ノ
ミ
ー
」

（folkson
om

y

）と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、「
民

族
・
人
（々folk

）」と「
分
類（tax

on
om

y

）」と

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
り
、W

eb
2
.0

の

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
す
。

村
川
　
猛
彦
（
む
ら
か
わ

た
け
ひ
こ
）

大
阪
府
生
ま
れ
。
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
博

士
後
期
課
程
修
了
。
同
大
学
助
手
、
和
歌
山
大
学
助
手
を

経
て
、
現
在
は
和
歌
山
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学
部
情
報
通
信

シ
ス
テ
ム
学
科
専
任
講
師
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
シ
ス
テ
ム
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
ディ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
、
ア
グ
リ
バ
イ
オ
情

報
学
な
ど
の
分
野
に
関
心
が
あ
る
。

［図1］スクロールビューアの画面

［図3］領域認識の例

［図2］撮影画像（『放光般若経』巻第一）

【
執
筆
者
紹
介
】

シ
ス
テ
ム
工
学
分
野
で
開
発
し
た
最
新
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
ク
ロ
ー
ル
ビ
ュ
ー
ア
に
つ
い
て

村
川
猛
彦
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仏
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
い
う
テ
ー
マ
で

研
究
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
最
初
に
い
た

だ
い
た
画
像
は
、
金
剛
寺
一
切
経
の『
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
放
光
経
』
放
光
品
第
一（『
放
光
般
若

経
』
巻
第
一
）で
し
た
。
原
本
は
巻
子（
巻
物
）で

あ
り
横
に
長
く
、
撮
影
画
像
は
20
枚
の
コ
マ
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
図
２
は
そ
の
最
初
の
コ
マ

で
す
。
そ
の
上
、
隣
り
合
う
コ
マ
ど
う
し
で
何

行
か
重
複
し
て
い
ま
す
。
画
像
処
理
ソ
フ
ト
を

使
用
し
て
、
手
作
業
で
切
り
貼
り
し
て
合
成
画

像
を
作
る
と
い
う
の
は
、
数
が
少
な
け
れ
ば
そ

の
方
が
簡
便
で
す
が
、
金
剛
寺
一
切
経
だ
け
で

４,
０
０
０
巻
以
上
に
及
び
、
将
来
的
に
は
他

の
寺
院
で
も
撮
影
す
る
の
で
も
っ
と
増
え
る
と

聞
き
、切
り
貼
り
作
業
を
自
動
化
で
き
な
い
か
、

検
討
し
ま
し
た
。

最
初
に
、コ
マ
ご
と
に
文
字
領
域
を
認
識
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
そ

れ
ぞ
れ
の
文
字
領
域
は
長
方
形
で
表
す
も
の
と

し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
領
域
は
、
左
端
の
Ｘ
座

標
、
上
端
の
Ｙ
座
標
、
幅
、
高
さ
の
四
つ
の
数
値

で
表
現
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
縦
書
き
の
そ
れ
ぞ

れ
の
行
は
、
Ｘ
座
標
と
幅
を
同
じ
値
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
持
つ
べ
き
デ
ー
タ
の
量
を
減

ら
す
と
と
も
に
、
座
標
情
報
を
含
む
仏
典
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
で
、
経
典
／
画
像
／
行
／

文
字
と
い
う
階
層
関
係（
一
対
多
の
関
係
の
連

鎖
）を
自
然
に
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

求
め
た
文
字
領
域
の
情
報
を
、
隣
り
合
う

コ
マ
の
重
な
り
位
置
の
推
定
に
使
用
し
ま
し

た
。
当
初
は
重
な
り
位
置
の
検
出
に
も
画
像

を
使
っ
て
い
て
、
処
理
に
時
間
が
か
か
る
上
に

成
功
率
も
高
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
数
値

情
報
の
み
を
使
っ
て
求
め
る
こ
と
で
、
処
理
時

間
は
一
瞬
と
な
り
、
成
功
率
も
、『
放
光
般
若

経
』
巻
第
一
の
19
箇
所
の
隣
り
合
う
コ
マ
に
対

し
て
、
18
箇
所
で
正
し
い
位
置
で
し
た（
残
り
１

箇
所
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
手
作
業
で
数
値
を
修

正
し
て
い
ま
す
）。
図
３
は
、
機
械
的
に
認
識
し

た
領
域
に
線
を
引
き
、
正
し
く
認
識
し
て
い
る

か
を
目
で
確
認
す
る
た
め
に
作
成
し
た
画
像

で
す
。
青
の
箱（
緑
の
線
が
上
に
あ
る
の
で
一

部
見
え
て
い
ま
せ
ん
）が
紙
の
部
分
、
緑
の
箱
は

隣
り
合
う
コ
マ
と
の
重
な
り
を
排
除
し
た
領

域
、
赤
の
箱
は
認
識
し
た
文
字
領
域
で
す
。一

つ
の
文
字
を
複
数
の
赤
い
箱
で
囲
っ
て
い
た
り
、

あ
る
い
は
そ
の
逆
も
あ
り
、
文
字
領
域
認
識
に

は
改
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

左
上
に
あ
る
、
太
く
囲
ん
だ
赤
い
箱
は
、
隣
の

コ
マ
と
結
合
す
る
際
の
基
準
と
な
る
文
字
領
域

で
、
こ
れ
を
見
れ
ば
、
重
な
り
位
置
の
推
定
が

正
し
い
か
ど
う
か
が
容
易
に
判
断
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、上
下
左
右
の
不
要
な
領
域
を
切
り

落
と
し
、
隣
り
合
う
コ
マ
の
間
で
上
下
方
向
の

ず
れ
を
調
整
し
て
、
１
枚
の
経
典
画
像（
合
成

画
像
）を
自
動
で
作
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

り
ま
し
た
。『
放
光
般
若
経
』巻
第
一
に
つ
い
て
は
、

開
発
中
の
ス
ク
ロ
ー
ル
ビ
ュ
ー
ア

（ScrollV
iew

er

）に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す（
図
１
）。

こ
れ
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
経
典

画
像
を
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
ス
ム
ー
ズ
に
見
る
た
め

のW
eb

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
マ
ウ
ス
の
ド

ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
操
作
の
み
で
、
視
点
を
上
下

左
右
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
使
用
す
る
経
典

画
像
は
、
あ
ら
か
じ
め
分
割
し
て
お
き
ま
す
。

表
示
の
際
に
は
、
必
要
な
断
片
画
像
の
み
が
あ

れ
ば
よ
い
の
で
、
単
一
の
大
き
な
画
像
を
送
る

よ
り
も
、
通
信
量
の
低
減
が
図
れ
ま
す
。
画
像

フ
ァ
イ
ル
の
他
に
、
画
像
を
表
示
す
る
土
台
と

な
るH

T
M

L

フ
ァ
イ
ル
お
よ
びC

SS

フ
ァ
イ
ル
と
、

表
示
の
処
理
を
す
るJavaS

crip
t

フ
ァ
イ
ル
も

用
意
し
て
お
き
ま
す
。
表
示
す
る
パ
ソ
コ
ン
側

で
は
、
最
低
限
、W

eb

ブ
ラ
ウ
ザ
が
必
要
で
す
。

先
ほ
ど「
通
信
量
」
と
書
き
ま
し
た
が
、
通
信

は
必
須
で
は
な
く
、
表
示
す
る
パ
ソ
コ
ン
の
中
に

フ
ァ
イ
ル
を
す
べ
て
入
れ
て
お
け
ば
、
パ
ソ
コ
ン

単
体
で
画
像
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ス
ク
ロ
ー
ル
ビ
ュ
ー
ア
の
開
発
に
際
し
て
苦

労
を
し
た
の
が
、「
画
像
処
理
」
と
、「
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
選
択
」で
し
た
。

２,
０
０
０
×
１,
３
１
４
ピ
ク
セ
ル（
画
素
）の

20
枚
の
画
像
を
用
い
て
、
２
９,
６
０
２
×

１,
０
４
９
ピ
ク
セ
ル
の
画
像
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、標
準
的
な
パ
ソ
コ
ン

画
面
の
約
40
倍
に
相
当
し
ま
す
。
フ
ァ
イ
ル

サ
イ
ズ
は
、P

N
G

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
約
41
メ
ガ

バ
イ
ト
で
し
た
。

現
在
は
１,
２
０
０
万
画
素
の
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
で
20
枚
の
コ
マ
を
合
成
す
れ
ば
、
画

面
２
０
０
枚
分
に
相
当
す
る
画
像
が
作
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
も

１
０
０
メ
ガ
バ
イ
ト
を
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
フ
ァ
イ
ル
は
、
サ
ー
バ
か
ら
パ
ソ
コ

ン
に
送
る
に
も
、
ま
た
そ
れ
を
見
る
に
も
、
相

当
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
次
に
、

こ
の
画
像
を
低
コ
ス
ト
で
見
る
方
法
を
検

討
し
ま
し
た
。

表
示
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

ま
ず
はJava

ア
プ
レ
ッ
ト
で
実
装
を
試
み
ま
し

た
が
、
イ
ベ
ン
ト
処
理（
マ
ウ
ス
の
操
作
な
ど
を

検
知
し
て
、
表
示
を
変
更
す
る
こ
と
）を
含
む

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
不
慣
れ
だ
っ
た
た
め
、
使
え

る
シ
ス
テ
ム
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、

昨
年
あ
た
り
か
ら
、Aja

x

と
呼
ば
れ
る
、

JavaScript

とX
M

L

を
組
み
合
わ
せ
た
通
信
技

術
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
期
に
出
た

書
籍
の
一
つ
に
、
大
き
な
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
ス

ム
ー
ズ
に
上
下
左
右
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
応
用
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
画
像
を
あ
ら
か
じ
め
断
片

化
し
て
お
く
の
は
、
冒
頭
で
記
し
た
通
り
で
す

が
、
表
示
す
る
た
め
の
仮
想
の
領
域
を
ブ
ラ
ウ

ザ
の
内
部
で
確
保
し
て
て
お
く
の
が
、
も
う
一

つ
の
特
色
で
す
。

『
放
光
般
若
経
』
巻
第
一
に
つ
い
て
、こ
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
試
し
て
み
ま
し
た
。
断
片
画

像
の
大
き
さ
は
１
２
８
×
１
２
８
ピ
ク
セ
ル
と

し
て
、合
成
画
像
を
分
割
し
、HT

M
L

フ
ァ
イ
ル
、

C
SS

フ
ァ
イ
ル
、JavaScript

フ
ァ
イ
ル
は
書
籍
か

ら
そ
の
ま
ま
打
ち
込
ん
だ
上
で
数
値
を
い
く
つ

か
変
更
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ザ
で
表
示
さ
せ
た
と
こ

ろ
、う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
他
に
、同
様
に
画
像

処
理
を
し
て
作
っ
た『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻

第
三
（
約
２
０,
０
０
０
×
６
０
０
ピ
ク
セ
ル
）

や
、
合
成
画
像
と
し
て
い
た
だ
い
た『
一
切
経
音

義
』（
約
１
２
０,
０
０
０
×
２,
０
０
０
ピ
ク
セ

ル
を
50
％
縮
小
し
て
使
用
）に
つ
い
て
も
、
同

様
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
サ
ー
バ
か
ら
断
片
画
像
を
最
初
に
受
け

取
る
と
き
は
、
な
か
な
か
表
示
さ
れ
ず
や
き

も
き
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
度
取
得
す

れ
ば
、
表
示
領
域
か
ら
外
れ
て
ま
た
戻
っ
た
と

き
に
は
、
再
取
得
せ
ず
す
ぐ
に
表
示
し
ま
す
。

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
と
和
歌
山
大
学

と
で
通
信
実
験
を
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
表
示
で

き
る
こ
と
を
確
か
め
ま
し
た
。
研
究
室
内
で
、

通
信
速
度
の
上
限
を
様
々
に
設
定
し
て
テ
ス

ト
し
た
と
こ
ろ
、８
０
０
キ
ロb

p
s

（
１
秒
間
に

８
０
０
キ
ロ
ビ
ッ
ト
の
通
信
速
度
）
あ
れ
ば
、

支
障
な
く
表
示
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
現
在
、AD

S
L

に
せ
よ
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
せ

よ
、
数
メ
ガ
あ
る
い
は
数
十
メ
ガb

p
s

で
通
信

で
き
ま
す
の
で
、
将
来
公
開
し
た
と
き
に
も
、

一
度
に
多
数
の
ア
ク
セ
ス
が
な
い
限
り
、
支

障
な
く
運
用
で
き
そ
う
で
す
。

今
後
は
、
上
に
画
像
、
下
に
対
応
す
る
文
字

情
報
を
表
示
す
る
機
能
を
作
り
込
み
、
そ
れ
を

拡
張
し
て
、
同
一
タ
イ
ト
ル
の
異
な
る
経
典
を

対
照
表
示
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

画
像
と
座
標
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
、

C
B

E
T

A

（
中
華
電
子
仏
典
協
会
）の
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
に
対
す
る
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム
を
別
々

に
構
築
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
結
び
付

け
て
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
指
定
位
置
に
対

応
す
る
画
像
を
示
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
単
に
画
像
を
見
る

だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
コ
メ
ン
ト
を
埋
め
込
む

機
能
も
提
供
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
読
解
の

留
意
点
を
教
員
が
付
け
れ
ば
、
学
生
に
対
す

る
教
育
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
コ
メ

ン
ト
の
概
念
は
、W

eb
2
.0

の
分
野
で
は「
タ
グ
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
経
典
／
画
像
／
行
／
文
字

の
よ
う
な
機
械
的
な
階
層
関
係
と
は
別
の
切

り
口
で
、
人
手
で
タ
グ
を
付
け
検
索
や
情
報
の

再
利
用
に
活
用
す
る
の
は「
フ
ォ
ー
ク
ソ
ノ
ミ
ー
」

（folkson
om

y

）と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、「
民

族
・
人
（々folk

）」と「
分
類（tax

on
om

y

）」と

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
り
、W

eb
2
.0

の

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
す
。

村
川
　
猛
彦
（
む
ら
か
わ

た
け
ひ
こ
）

大
阪
府
生
ま
れ
。
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
博

士
後
期
課
程
修
了
。
同
大
学
助
手
、
和
歌
山
大
学
助
手
を

経
て
、
現
在
は
和
歌
山
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学
部
情
報
通
信

シ
ス
テ
ム
学
科
専
任
講
師
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
シ
ス
テ
ム
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
ディ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
、
ア
グ
リ
バ
イ
オ
情

報
学
な
ど
の
分
野
に
関
心
が
あ
る
。

［図1］スクロールビューアの画面

［図3］領域認識の例

［図2］撮影画像（『放光般若経』巻第一）

【
執
筆
者
紹
介
】

シ
ス
テ
ム
工
学
分
野
で
開
発
し
た
最
新
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
ク
ロ
ー
ル
ビ
ュ
ー
ア
に
つ
い
て

村
川
猛
彦
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O
r
ie

n
ta

l
a

n
d

A
fr

ic
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n
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tu
d

ie
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例
え
ば
、『
陰
持
入
経
』の
「
仏
経
所
行
亦
教
誡
、
皆

在
三
部
為
合
行
」（T

1
5

.1
7

3
b
5

）
と
い
う
文
章
に
相

当
す
る

P
e

t
a

k
o

p
a

d
e

s
a

の
原
文
は
、Bu

d
d

h
a

n
a

M

B
h

a
g
a

v
a

n
ta

n
a

M
sa

s
a

n
a

M
tiv

id
h

e
n

a
s
a

n
g
a

h
a

M

g
a

c
c
h

a
ti

（P
T

S
ed.,

p.1
1
2

）と
な
っ
て
い
る
。
原
文
の
意

味
は
、「
諸
仏
、
諸
世
尊
の
教
え
は
、３
種﹇
の
概
念
﹈に
集
約
さ

れ
て
い
る
」で
あ
る
。安
世
高
は
、sa

n
g
a

h
a

M
g
a

c
c
h

a
ti

「
…

に
含
ま
れ
る
…
摂
せ
ら
れ
る
」と
い
う
慣
用
表
現
を
直
訳
的
に

訳
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、sa

n
gah

a

「
集
ま
り
」は
、「
合
」と
訳

し
、gacch

ati

「
行
く
」は
、「
行
」と
し
、併
せ
て
そ
れ
を
難
解

な「
為
合
行
」と
い
う
言
い
回
し
を
生
み
出
す
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、『
陰
持
入
経
』の「
比
丘
自
身
身
身
相
観
行
止
。
外

身
身
身
相
観
行
止
。
内
外
身
身
身
相
観
行
止
。
」

（T
1
5
.1
7
3

c
2
9

）は
、Peta

k
o
p

a
d

e
sa

で
は
、Id

h
a

b
h

ik
k
h

u

k
a

y
e

k
a

y
a

n
u

p
a

s
s
i

v
ih

a
r
a

ti

（p.1
1
4

）と
な
っ
て
い
る
。

実
は
、
こ
れ
は
略
さ
れ
た
形
の
引
用
章
句
で
あ
り
、
そ
の
全
文

は
様
々
な
経
典
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
長
部
経
典
』で
は
、

Iti
a

jjh
a

tta
M

v
a

k
a

y
e

k
a

y
a

n
u

p
a

ssi
v
ih

a
r
a

ti,

b
a

h
id

d
h

a
v
a

k
a

y
e

k
a

y
a

n
u

p
a

ssi
v
ih

a
r
a

ti,
a

jjh
a

tta
-

b
a

h
id

d
h

a
v
a

k
a

y
e

k
a

y
a

n
u

p
a

ssi
v
ih

a
r
a

ti.

（D
N

,

P
T

S
ed

.,
vo

l.
2

,
p

.
2
9
2

）、「
こ
の
よ
う
に
、﹇
修
行
僧
が
﹈

内
に
身
体
を
対
象
と
し
て
身
体
観
察
を
す
る﹇
と
い
う
境
地
﹈

に
留
ま
り
、
又
、
外
に
身
体
を
対
象
と
し
て
身
体
観
察
を
す
る

﹇
と
い
う
境
地
﹈に
留
ま
り
、
又
、
内
に
も
外
に
も
身
体
を
対
象

と
し
て
身
体
観
察
を
す
る﹇
と
い
う
境
地
﹈に
留
ま
る
」と
な
っ

て
い
る
。
パ
ー
リ
文
と
参
照
さ
せ
る
と
、
初
め
て
安
世
高
の
漢
訳

（
特
に「
止
」＝v

ih
a

r
a

ti

の
異
例
な
位
置
）が
解
る
。

安
世
高
の
文
体
の
難
し
さ
の
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
安
世
高

と
筆
受
し
た
中
国
人
弟
子
と
の
間
に
恐
ら
く
存
在
し
た
と
思

わ
れ
る
言
語
の
壁
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
史
料
に
拠
れ
ば
、
安
世

高
は
漢
語
を
習
得
し
た
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
完
璧
だ
っ
た

と
は
思
え
な
い
。
安
世
高
の
勤
勉
さ
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
更
に
、
初
め
て
の
漢
訳
と
い
う
恐
ろ
し
い
程
難
し
い
試
み

に
挑
ん
だ
事
を
考
え
る
と
、
そ
の
努
力
は
絶
賛
に
値
す
る
。
し

か
し
、
一
方
で
は
、
安
世
高
の
漢
語
と
の
格
闘
や
弟
子
と
の
間

の
誤
解
も
否
め
な
い
面
も
有
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
安
世
高

が
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
漢
訳
文
書
の
出
来
を
確
認
し
得
た
の

か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
ど
こ
ま
で
漢
文
が
読
め
た
の
か
と
い
う

点
に
於
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
安
世
高
の
訳
経
の
粗
雑
な
訳

語
や
拙
い
文
体
の
一
部
は
そ
れ
に
由
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の

感
が
強
い
。

例
え
ば
、
安
世
高
の
一
部
の
訳
経（
大
正
蔵
本『
安
般
守
意

経
』や『
七
処
三
観
経
』等
）に
於
い
て
は
、sa

m
s
k
a

r
a

、普
通

「
行
」と
漢
訳
さ
れ
る
語
は
「
生
死
」と
訳
さ
れ
る
。
こ
の
訳
は
、

s
a

m
s
k
a

r
a

と
い
う
語
が
な
ま
っ
た
発
音（
安
世
高
自
身
の
パ

ル
ティ
ア
語
の
訛
り
？
）に
影
響
さ
れ
て
、sa

m
sa

r
a

（「
輪
廻
」）

と
間
違
え
ら
れ
た
、
と
想
像
さ
れ
得
る
。
或
い
は
、
安
世
高
の

こ
れ
ら
単
語
の
近
似
音
ま
た
教
理
上
で
の
関
連
に
つ
い
て
の
な

ん
ら
か
の
口
頭
解
説
が
中
国
の
弟
子
に
誤
解
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
何
れ
に
し
て
も
、
出
来
上
が
っ
た
漢
訳
の
文
章
を
調

べ
て
み
れ
ば
、「
生
死
」と
い
う
誤
解
を
招
く
訳
に
気
付
く
は
ず

で
あ
る
。
実
は
、『
陰
持
入
経
』等
の
安
世
高
訳
の
他
の
仏
典

に
お
い
て
は
、sa

m
s
k
a

r
a

は「
行
」と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

（
本
学
教
授
）

典
を
除
け
ば
、
パ
ー
リ
語
や
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
、
仏
教
梵
語
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
等
の
現
存
の
テ
ク
ス
ト
の
殆
ど
は
、
安
世
高
よ

り
は
る
か
に
後
の
時
代
の
写
本
を
基
に
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

多
く
の
仏
典
は
、
し
ば
し
ば
増
加
改
訂
の
編
纂
過
程
を
経
て

伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
型
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
テ
ク
ス

ト
を
知
る
た
め
に
は
、
安
世
高
を
は
じ
め
と
す
る
初
期
の
漢

訳
仏
典
が
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
安
世
高
の
漢
訳
仏
典
は
充
分
利
用
で
き
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
甚
だ
難
解
な
訳

風
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
訳
出
経
典
の
一
部
が
乱
れ
た
形
で
現

存
し
て
お
り
、
更
に
安
世
高
訳
の
仏
典
の
中
に
は
散
逸
し
て

い
る
も
の
も
有
る
と
い
う
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
１
９
９
９
年
に

梶
浦
晋
先
生
と
落
合
俊
典
先
生
に
よ
っ
て
天
野
山
金
剛
寺
の

一
切
経
の
中
に
発
見
さ
れ
た『
十
二
門
経
』や『
解
十
二
門
経
』、

『
安
般
守
意
経
』は
、
画
期
的
な
も
の
と
言
え
る
に
相
違
な
い
。

『
十
二
門
経
』は
、『
仁
寿
録
』（
６
０
２
年
）に
お
い
て
は
既
に
欠

本
と
記
さ
れ
、
古
逸
書
と
思
わ
れ
て
い
た
。（
詳
し
い
分
析
は
、
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金
剛
寺
本
の『
安
般
守
意
経
』は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た『
安

般
守
意
経
』の
テ
ク
ス
ト（
所
謂
大
正
蔵
本
）と
は
全
く
違
う
異

本
で
あ
る
。
大
正
蔵
本
で
は
、
原
文
と
幾
種
も
の
中
国
の
注
釈

文
と
が
複
雑
に
混
交
し
て
い
る
為
、
そ
の
原
義
の
正
確
な
復
元

と
読
解
は
難
航
し
て
い
た
。
金
剛
寺
本
の『
安
般
守
意
経
』は
、

安
世
高
特
有
の
文
体
の
難
し
さ
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の

文
章
の
構
造
は
、
大
正
蔵
本
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら

い
明
確
で
あ
る
。
大
き
く
分
け
て
、
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

（１）
「
安
般
守
意
」、
即
ち
呼
吸
を
対
象
と
す
る
瞑
想
法
の
字
義

（
写
本
の
甲
本
61
〜
62
行
）

（２）
「
六
事
」、つ
ま
り
安
般
念
の
６
つ
の
段
階（
数
、
随
、
止
、

観
、
還
、
浄
）の
説
明
と
修
行
法（
63
〜
１
２
６
行
）

（３）

三
十
七
菩
提
分
法
の
論
述（
１
２
７
〜
２
１
７
行
）

（４）

修
行
階
梯
関
連
の
概
念
の
解
説（
２
１
７
〜
２
４
１
行
）

（５）

修
行
の
四
果
の
詳
述（
２
４
１
〜
２
７
４
行
）

（
金
剛
寺
本
を
含
め
て
、『
安
般
守
意
経
』に
つ
い
て
は
、
拙
論
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h
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e
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r
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n
c
e
d

B
u

d
d

h
is

t

S
tu

d
ie

s
,V

ol.6

（2
0
0
3

）,pp.
6
3
-
1
0
0

）に
て
詳
し
く
考

察
さ
せ
て
戴
い
た
。）

こ
こ
で
は
、
安
世
高
の
訳
語
訳
風
に
つ
い
て
少
々
考
え
て
み

た
い
と
思
う
。
安
世
高
の
文
体
特
有
の
難
解
さ
を
も
た
ら
す
も
の
に
、
幾

つ
か
の
要
素
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、そ
の
一
つ
は
、自
然
な
漢
文
を
無
視
す
る

程
の
直
訳
的
な
訳
風
で
あ
る
。『
安
般
守
意
経
』の
イ
ン
ド
ま
た
は
中
央
ア

ジ
ア
の
原
文
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、
金
剛
寺
本
の
訳
風
に
類
似
し
て
い
る
安

世
高
訳『
陰
持
入
経
』を
例
に
取
っ
て
み
る
と
、
そ
の
事
実
が
よ
く
解
る
。

最
近
、『
陰
持
入
経
』は
、
パ
ー
リ
語
で
書
か
れ
て
い
るP

e
ta

k
o

p
a

d
e

s
a

と
い
う
文
献
の
一
部
の
訳
で
あ
る
事
が
判
明
し
た（S.

Z
acchetti,

A
n

E
arly

C
hinese

T
ranslation

C
orresponding

to
C

hapter
6

of
the

P
e
ta

k
o
p

a
d

e
s
a

A
n

Shigao ,s
Y

in
c
h

i
r
u

jin
g

T
6
0
3

and
Its

Indian
O

riginal:a
P

relim
inary

Survey ,.
B

u
lle

tin
o
f

th
e

S
c
h

o
o
l

o
f

金剛寺蔵『安般守意経』

安
世
高（
活
躍
期:

１
８
４
年
〜
１
６
８
年
頃
）と
云
え
ば
、
仏
教
史

上
に
於
い
て
初
め
て
漢
訳
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
人
物
で
あ
る
。
安

世
高
の
残
し
た
漢
訳
仏
典
は
、
初
期
中
国
仏
教
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
の
み
な
ら
ず
、
紀
元
１
〜
２
世
紀
頃
の
イ
ン
ド
や
中
央
ア
ジ
ア

の
仏
教
を
伝
え
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
。
実
は
、
僅
か
な
経

金
剛
寺
に
の
み
現
存
す
る
安
世
高
訳
『
安
般
守
意
経
』な
ど
、そ
こ
に
見
ら
れ
る
安
世
高
の
漢
訳
の
苦
労

金
剛
寺
一
切
経
と
安
世
高
の
漢
訳
仏
典

デ
レ
ア
ヌ

フ
ロ
リ
ン

,

,

,
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O
r
ie

n
ta

l
a

n
d

A
fr

ic
a

n
S

tu
d

ie
s
6
5

（1

）（2
0
0
2

）:pp.

7
4
-
9
7

参
照
）。

例
え
ば
、『
陰
持
入
経
』の
「
仏
経
所
行
亦
教
誡
、
皆

在
三
部
為
合
行
」（T

1
5

.1
7

3
b
5

）
と
い
う
文
章
に
相

当
す
る

P
e

t
a

k
o

p
a

d
e

s
a

の
原
文
は
、Bu

d
d

h
a

n
a

M

B
h

a
g
a

v
a

n
ta

n
a

M
sa

s
a

n
a

M
tiv

id
h

e
n

a
s
a

n
g
a

h
a

M

g
a

c
c
h

a
ti

（P
T

S
ed.,

p.1
1
2

）と
な
っ
て
い
る
。
原
文
の
意

味
は
、「
諸
仏
、
諸
世
尊
の
教
え
は
、３
種﹇
の
概
念
﹈に
集
約
さ

れ
て
い
る
」で
あ
る
。安
世
高
は
、sa

n
g
a

h
a

M
g
a

c
c
h

a
ti

「
…

に
含
ま
れ
る
…
摂
せ
ら
れ
る
」と
い
う
慣
用
表
現
を
直
訳
的
に

訳
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、sa

n
gah

a

「
集
ま
り
」は
、「
合
」と
訳

し
、gacch

ati

「
行
く
」は
、「
行
」と
し
、併
せ
て
そ
れ
を
難
解

な「
為
合
行
」と
い
う
言
い
回
し
を
生
み
出
す
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、『
陰
持
入
経
』の「
比
丘
自
身
身
身
相
観
行
止
。
外

身
身
身
相
観
行
止
。
内
外
身
身
身
相
観
行
止
。
」

（T
1
5
.1
7
3

c
2
9

）は
、Peta

k
o
p

a
d

e
sa

で
は
、Id

h
a

b
h

ik
k
h

u

k
a

y
e

k
a

y
a

n
u

p
a

s
s
i

v
ih

a
r
a

ti

（p.1
1
4

）と
な
っ
て
い
る
。

実
は
、
こ
れ
は
略
さ
れ
た
形
の
引
用
章
句
で
あ
り
、
そ
の
全
文

は
様
々
な
経
典
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
長
部
経
典
』で
は
、

Iti
a

jjh
a

tta
M

v
a

k
a

y
e

k
a

y
a

n
u

p
a

ssi
v
ih

a
r
a

ti,

b
a

h
id

d
h

a
v
a

k
a

y
e

k
a

y
a

n
u

p
a

ssi
v
ih

a
r
a

ti,
a

jjh
a

tta
-

b
a

h
id

d
h

a
v
a

k
a

y
e

k
a

y
a

n
u

p
a

ssi
v
ih

a
r
a

ti.

（D
N

,

P
T

S
ed

.,
vo

l.
2

,
p

.
2
9
2

）、「
こ
の
よ
う
に
、﹇
修
行
僧
が
﹈

内
に
身
体
を
対
象
と
し
て
身
体
観
察
を
す
る﹇
と
い
う
境
地
﹈

に
留
ま
り
、
又
、
外
に
身
体
を
対
象
と
し
て
身
体
観
察
を
す
る

﹇
と
い
う
境
地
﹈に
留
ま
り
、
又
、
内
に
も
外
に
も
身
体
を
対
象

と
し
て
身
体
観
察
を
す
る﹇
と
い
う
境
地
﹈に
留
ま
る
」と
な
っ

て
い
る
。
パ
ー
リ
文
と
参
照
さ
せ
る
と
、
初
め
て
安
世
高
の
漢
訳

（
特
に「
止
」＝v

ih
a

r
a

ti

の
異
例
な
位
置
）が
解
る
。

安
世
高
の
文
体
の
難
し
さ
の
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
安
世
高

と
筆
受
し
た
中
国
人
弟
子
と
の
間
に
恐
ら
く
存
在
し
た
と
思

わ
れ
る
言
語
の
壁
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
史
料
に
拠
れ
ば
、
安
世

高
は
漢
語
を
習
得
し
た
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
完
璧
だ
っ
た

と
は
思
え
な
い
。
安
世
高
の
勤
勉
さ
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
更
に
、
初
め
て
の
漢
訳
と
い
う
恐
ろ
し
い
程
難
し
い
試
み

に
挑
ん
だ
事
を
考
え
る
と
、
そ
の
努
力
は
絶
賛
に
値
す
る
。
し

か
し
、
一
方
で
は
、
安
世
高
の
漢
語
と
の
格
闘
や
弟
子
と
の
間

の
誤
解
も
否
め
な
い
面
も
有
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
安
世
高

が
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
漢
訳
文
書
の
出
来
を
確
認
し
得
た
の

か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
ど
こ
ま
で
漢
文
が
読
め
た
の
か
と
い
う

点
に
於
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
安
世
高
の
訳
経
の
粗
雑
な
訳

語
や
拙
い
文
体
の
一
部
は
そ
れ
に
由
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の

感
が
強
い
。

例
え
ば
、
安
世
高
の
一
部
の
訳
経（
大
正
蔵
本『
安
般
守
意

経
』や『
七
処
三
観
経
』等
）に
於
い
て
は
、sa

m
s
k
a

r
a

、普
通

「
行
」と
漢
訳
さ
れ
る
語
は
「
生
死
」と
訳
さ
れ
る
。
こ
の
訳
は
、

s
a

m
s
k
a

r
a

と
い
う
語
が
な
ま
っ
た
発
音（
安
世
高
自
身
の
パ

ル
ティ
ア
語
の
訛
り
？
）に
影
響
さ
れ
て
、sa

m
sa

r
a

（「
輪
廻
」）

と
間
違
え
ら
れ
た
、
と
想
像
さ
れ
得
る
。
或
い
は
、
安
世
高
の

こ
れ
ら
単
語
の
近
似
音
ま
た
教
理
上
で
の
関
連
に
つ
い
て
の
な

ん
ら
か
の
口
頭
解
説
が
中
国
の
弟
子
に
誤
解
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
何
れ
に
し
て
も
、
出
来
上
が
っ
た
漢
訳
の
文
章
を
調

べ
て
み
れ
ば
、「
生
死
」と
い
う
誤
解
を
招
く
訳
に
気
付
く
は
ず

で
あ
る
。
実
は
、『
陰
持
入
経
』等
の
安
世
高
訳
の
他
の
仏
典

に
お
い
て
は
、sa

m
s
k
a

r
a

は「
行
」と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

（
本
学
教
授
）

典
を
除
け
ば
、
パ
ー
リ
語
や
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
、
仏
教
梵
語
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
等
の
現
存
の
テ
ク
ス
ト
の
殆
ど
は
、
安
世
高
よ

り
は
る
か
に
後
の
時
代
の
写
本
を
基
に
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

多
く
の
仏
典
は
、
し
ば
し
ば
増
加
改
訂
の
編
纂
過
程
を
経
て

伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
型
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
テ
ク
ス

ト
を
知
る
た
め
に
は
、
安
世
高
を
は
じ
め
と
す
る
初
期
の
漢

訳
仏
典
が
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
安
世
高
の
漢
訳
仏
典
は
充
分
利
用
で
き
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
甚
だ
難
解
な
訳

風
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
訳
出
経
典
の
一
部
が
乱
れ
た
形
で
現

存
し
て
お
り
、
更
に
安
世
高
訳
の
仏
典
の
中
に
は
散
逸
し
て

い
る
も
の
も
有
る
と
い
う
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
１
９
９
９
年
に

梶
浦
晋
先
生
と
落
合
俊
典
先
生
に
よ
っ
て
天
野
山
金
剛
寺
の

一
切
経
の
中
に
発
見
さ
れ
た『
十
二
門
経
』や『
解
十
二
門
経
』、

『
安
般
守
意
経
』は
、
画
期
的
な
も
の
と
言
え
る
に
相
違
な
い
。

『
十
二
門
経
』は
、『
仁
寿
録
』（
６
０
２
年
）に
お
い
て
は
既
に
欠

本
と
記
さ
れ
、
古
逸
書
と
思
わ
れ
て
い
た
。（
詳
し
い
分
析
は
、

S.
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金
剛
寺
本
の『
安
般
守
意
経
』は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た『
安

般
守
意
経
』の
テ
ク
ス
ト（
所
謂
大
正
蔵
本
）と
は
全
く
違
う
異

本
で
あ
る
。
大
正
蔵
本
で
は
、
原
文
と
幾
種
も
の
中
国
の
注
釈

文
と
が
複
雑
に
混
交
し
て
い
る
為
、
そ
の
原
義
の
正
確
な
復
元

と
読
解
は
難
航
し
て
い
た
。
金
剛
寺
本
の『
安
般
守
意
経
』は
、

安
世
高
特
有
の
文
体
の
難
し
さ
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の

文
章
の
構
造
は
、
大
正
蔵
本
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら

い
明
確
で
あ
る
。
大
き
く
分
け
て
、
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

（１）
「
安
般
守
意
」、
即
ち
呼
吸
を
対
象
と
す
る
瞑
想
法
の
字
義

（
写
本
の
甲
本
61
〜
62
行
）

（２）
「
六
事
」、つ
ま
り
安
般
念
の
６
つ
の
段
階（
数
、
随
、
止
、

観
、
還
、
浄
）の
説
明
と
修
行
法（
63
〜
１
２
６
行
）

（３）

三
十
七
菩
提
分
法
の
論
述（
１
２
７
〜
２
１
７
行
）

（４）

修
行
階
梯
関
連
の
概
念
の
解
説（
２
１
７
〜
２
４
１
行
）

（５）

修
行
の
四
果
の
詳
述（
２
４
１
〜
２
７
４
行
）

（
金
剛
寺
本
を
含
め
て
、『
安
般
守
意
経
』に
つ
い
て
は
、
拙
論

T
h

e
N

e
w

ly
F

o
u

n
d

T
e

x
t

o
f

th
e

A
n

b
a

n
s
h

o
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y
i

ji
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g
T
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slate

d
b

y
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n
S

h
ig
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r
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th
e
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r
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n
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o
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A
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v
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c
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B
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S
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ol.6

（2
0
0
3

）,pp.
6
3
-
1
0
0

）に
て
詳
し
く
考

察
さ
せ
て
戴
い
た
。）

こ
こ
で
は
、
安
世
高
の
訳
語
訳
風
に
つ
い
て
少
々
考
え
て
み

た
い
と
思
う
。
安
世
高
の
文
体
特
有
の
難
解
さ
を
も
た
ら
す
も
の
に
、
幾

つ
か
の
要
素
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、そ
の
一
つ
は
、自
然
な
漢
文
を
無
視
す
る

程
の
直
訳
的
な
訳
風
で
あ
る
。『
安
般
守
意
経
』の
イ
ン
ド
ま
た
は
中
央
ア

ジ
ア
の
原
文
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、
金
剛
寺
本
の
訳
風
に
類
似
し
て
い
る
安

世
高
訳『
陰
持
入
経
』を
例
に
取
っ
て
み
る
と
、
そ
の
事
実
が
よ
く
解
る
。

最
近
、『
陰
持
入
経
』は
、
パ
ー
リ
語
で
書
か
れ
て
い
るP

e
ta

k
o

p
a

d
e

s
a

と
い
う
文
献
の
一
部
の
訳
で
あ
る
事
が
判
明
し
た（S.

Z
acchetti,
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金剛寺蔵『安般守意経』

安
世
高（
活
躍
期:

１
８
４
年
〜
１
６
８
年
頃
）と
云
え
ば
、
仏
教
史

上
に
於
い
て
初
め
て
漢
訳
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
人
物
で
あ
る
。
安

世
高
の
残
し
た
漢
訳
仏
典
は
、
初
期
中
国
仏
教
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
の
み
な
ら
ず
、
紀
元
１
〜
２
世
紀
頃
の
イ
ン
ド
や
中
央
ア
ジ
ア

の
仏
教
を
伝
え
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
。
実
は
、
僅
か
な
経

金
剛
寺
に
の
み
現
存
す
る
安
世
高
訳
『
安
般
守
意
経
』な
ど
、そ
こ
に
見
ら
れ
る
安
世
高
の
漢
訳
の
苦
労

金
剛
寺
一
切
経
と
安
世
高
の
漢
訳
仏
典

デ
レ
ア
ヌ

フ
ロ
リ
ン

,

,

,
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天
野
山
金
剛
寺
は
真
言
宗
御
室
派
の
著
名

な
古
刹
で
あ
る
。
多
く
の
密
教
聖
教
は
も
と
よ

り
浄
土
教
の
珍
し
い
典
籍
を
有
し
て
い
る
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
大
正
年
間
に
東

大
の
黒
板
勝
美
教
授
に
よ
っ
て
信
瑞
撰
『
明
義

進
行
集
』巻
二
が
発
見
さ
れ
、
浄
土
教
研
究
者

に
驚
き
の
目
で
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の
書
は
古
来

よ
り
探
求
し
続
け
ら
れ
て
き
た
稀
覯
本
中
の

稀
書
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
僚
本
は
発
見
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
さ
に
天
下
の
孤
本
と
い
え
る
重

要
典
籍
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

望
月
信
亨
「
信
瑞
の
明
義
進
行
集
と
無
観
称
名
義
」

（『
浄
土
教
之
研
究
』所
収
、金
尾
文
淵
堂
、１
９
３
０
年
）

江
藤
澂
英
編『
浄
土
仏
教
古
典
叢
書
』（
国
書
刊
行
会
、

１
９
８
４
年
）

大
谷
大
学
文
学
史
研
究
会
編『
明
義
進
行
集
影
印
・
翻

刻
』（
法
蔵
館
、２
０
０
１
年
）

④
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』巻
下（
善
導
撰『
往
生
礼
讃
』）

『
開
元
録
』の
編
集
で
有
名
な
唐
の
智
昇
が

編
集
し
た『
集
諸
経
礼
懺
儀
』は
上
下
２
巻
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
切
経
の
中
に
入
蔵
さ

れ
て
い
る
の
は
些
か
奇
異
で
あ
る
。
下
巻
は
善

導
の『
往
生
礼
讃
』そ
の
も
の
で
あ
る
。『
往
生

礼
讃
』一
巻
と
し
て
何
ら
差
し
支
え
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
し
な
か
っ
た
の
は

実
行
し
難
い
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
盛
唐

代
の
仏
教
界
に
は
錚
々
た
る
学
僧
が
綺
羅
星

の
如
く
連
な
っ
て
い
た
。
金
剛
寺
本
に
は
、
智

昇
が
強
引
に
入
蔵
さ
せ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
文

面
が
残
存
し
て
い
る
。
一
切
経
は
一
行
17
字
と

し
た
形
式
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
六
時
の
礼

讃
を
行
う
行
儀
の
書
で
あ
る『
往
生
礼
讃
』に

は
割
注
を
多
用
し
て
法
式
を
示
し
て
い
る
。
後

の
刊
本
に
は
消
え
た
こ
の
割
注
が
重
畳
し
て
見

ら
れ
る
の
は
圧
巻
で
あ
る
。

⑤
刊
本『
選
択
集
』（
断
簡
）鎌
倉
古
版
、

及
び
室
町
時
代
写
本『
選
択
集
』下

浄
土
教
の
刊
本
の
多
く
は
鎌
倉
時
代
を
濫

觴
と
す
る
。
中
で
も『
選
択
集
』は
建
暦
２
年

（
１
２
１
２
）に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
版

は
失
わ
れ
て
現
存
し
な
い
。
そ
の
後
延
応
元
年

（
１
２
３
９
）版
や
建
長
３
年
（
１
２
５
１
）
版

が
出
て
い
る
。
金
剛
寺
の『
選
択
集
』（
断
簡
）は
、

京
都
の
西
本
願
寺
に
あ
る
鎌
倉
古
版
の
後
刷

り
か
と
想
定
さ
れ
る
が
、
象
嵌
に
よ
っ
て
一
部

字
を
訂
正
し
て
い
る
。
ま
た
寄
せ
本
と
し
た
下

巻
は
室
町
時
代
の
写
本
で
あ
る
。

⑥
『
和
語
灯
録
』巻
三
　
高
野
山
で
書
写

法
然
の
法
語
録
で
あ
る
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』

は
15
巻
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
10
巻
は『
漢
語
灯

録
』で
、
５
巻
が『
和
語
灯
録
』で
あ
る
。
金
剛
寺

本
は
こ
の『
和
語
灯
録
』の
巻
三
に
相
当
す
る
。

書
写
年
代
は
正
平
６
年
（
１
３
５
１
）で
あ
る

が
、
龍
谷
大
学
に
は
元
亨
版
『
和
語
灯
録
』

（
１
３
２
１
）が
あ
り
金
剛
寺
本
よ
り
古
い
。

し
か
し
、
元
亨
版
は
平
仮
名
交
じ
り
、
金
剛
寺

本
は
片
仮
名
交
じ
り
の
和
漢
混
交
文
か
ら
推

測
で
き
る
よ
う
に
本
書
を
了
恵
が
編
集
し
た

文
永
12
年（
１
２
７
５
）当
時
の
書
の
系
統
を

引
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
同

系
統
本
と
し
て
京
都
の
西
方
寺
に
巻
三
が
あ

る
が
完
本
で
は
な
い
。

⑦『
念
仏
要
文
抄
』（
仮
題
）

南
北
朝
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
書
写
さ

れ
た
と
覚
し
き
題
名
未
詳
の
念
仏
要
文
抄
な

る
も
の
が
あ
る
。
本
書
は
源
信
の『
勧
心
誡
行

偈
』と『
婬
欲
教
誡
詞
』の
抄
写
引
用
に
続
き
、

一
遍
聖
の
踊
念
仏
和
讃
が
七
五
調
の
リ
ズ
ム
で

書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
善
慧（
証
空
）や
法
然

の
伝
記
、
法
語
が
連
写
さ
れ
て
い
る
が
、
法
然

関
係
の
抄
写
は
３
巻
本
『
法
然
上
人
秘
伝
』か

ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
。

（
本
学
教
授
）

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
珍
品
を
有
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
一
説
で
は
、
好
事
家
の
学
僧
が

蒐
集
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
金

剛
寺
聖
教
調
査
に
お
い
て
浄
土
教
の
典
籍
が

続
々
と
発
見
さ
れ
、
こ
の
見
解
を
大
幅
に
改
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
数
多
く
の

文
献
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
主
要
な
聖
教
７

点
を
紹
介
し
た
い
。

①
保
延
４
年（
１
１
３
８
）写

『
無
量
寿
経
論
註
』巻
下
　
最
古
写
本

中
国
浄
土
五
祖
の
第
一
、
曇
鸞（
４
７
６
〜

５
４
２
）の
主
著
の
最
古
本
は
こ
れ
ま
で
親
鸞

加
点
本（
建
長
８
年：

１
２
５
６
年
）と
さ
れ
て

き
た
が
、
本
書
の
発
見
に
よ
り
百
十
余
年
も
遡

る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
、
本
書
の
価
値
は
古

さ
だ
け
で
は
な
い
。
巻
下
の
全
部
に
亘
っ
て
綿

密
な
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
正

確
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
院
政
期
浄
土
教
の
研
究

が
生
半
可
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
実
証
で

き
る
の
で
あ
る
。

②
長
寛
３
年（
１
１
６
５
）写『
観
無
量
寿
経
』

「
浄
土
三
部
経
」と
い
う
名
称
は
法
然
が
名

付
け
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
平
安
院
政
期

の
三
部
経
は
装
飾
経
を
除
い
て
殆
ど
発
見
さ

れ
て
来
な
か
っ
た
。
金
剛
寺
で
発
見
さ
れ
た

『
観
無
量
寿
経
』は
書
写
年
代
が
長
寛
３
年
で

あ
り
、
し
か
も
ヲ
コ
ト
点（
朱
点
）が
全
編
に
付

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
爾
波
留
点（
別
流
）で

あ
る
が
、
築
島
裕
博
士
の
解
説
で
は
10
〜
11
世

紀
の
叡
山
で
盛
行
し
た
訓
点
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
平
安
時
代
の
叡
山
浄

土
教
の
根
本
テ
キ
ス
ト
が
河
内
の
真
言
宗
寺
院

ま
で
流
伝
し
た
こ
と
に
な
る
。
大
き
な
発
見
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

③
鎌
倉
時
代
写『
般
舟
讃
』（
残
欠
）最
古
写
本

善
導（
６
１
３
〜
６
８
１
）の『
依
観
経
等
明

般
舟
三
昧
行
道
往
生
讃
』（『
般
舟
讃
』）の
写
本

で
あ
る
。
わ
ず
か
に
表
紙
と
一
丁
だ
け
の
断
片

で
あ
る
が
、
院
政
期
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け

て
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。『
般
舟
讃
』最
古

の
写
本
で
あ
る
。
仁
和
寺
経
蔵
か
ら
発
見
さ

れ
た
写
本
の
系
統
と
異
な
る
本
文
を
有
す
る

こ
と
か
ら
さ
ら
に
残
存
部
分
の
発
見
に
期
待

が
か
か
る
。

［図1］保延4年（1138）写『無量寿経論註』巻下冒頭部分

［図3］鎌倉時代写『般舟讃』冒頭部分（左）とその拡大図［図7］『念仏要文抄』（仮題）所収「法然伝」部分

［図2］長寛3年（1165）写『観無量寿経』巻末部分

浄
土
教
関
係
の
文
献
７
点
を
紹
介

天
野
山
金
剛
寺
の

浄
土
教
典
籍落

合
俊
典

［図5］刊本『選択集』部分とその拡大図

［図6］『和語灯録』巻三冒頭部分

［図4］『集諸経礼懺儀』巻下所収『往生礼讃』



10 いとくら　 いとくら　 9

天
野
山
金
剛
寺
は
真
言
宗
御
室
派
の
著
名

な
古
刹
で
あ
る
。
多
く
の
密
教
聖
教
は
も
と
よ

り
浄
土
教
の
珍
し
い
典
籍
を
有
し
て
い
る
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
大
正
年
間
に
東

大
の
黒
板
勝
美
教
授
に
よ
っ
て
信
瑞
撰
『
明
義

進
行
集
』巻
二
が
発
見
さ
れ
、
浄
土
教
研
究
者

に
驚
き
の
目
で
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の
書
は
古
来

よ
り
探
求
し
続
け
ら
れ
て
き
た
稀
覯
本
中
の

稀
書
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
僚
本
は
発
見
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
さ
に
天
下
の
孤
本
と
い
え
る
重

要
典
籍
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

望
月
信
亨
「
信
瑞
の
明
義
進
行
集
と
無
観
称
名
義
」

（『
浄
土
教
之
研
究
』所
収
、金
尾
文
淵
堂
、１
９
３
０
年
）

江
藤
澂
英
編『
浄
土
仏
教
古
典
叢
書
』（
国
書
刊
行
会
、

１
９
８
４
年
）

大
谷
大
学
文
学
史
研
究
会
編『
明
義
進
行
集
影
印
・
翻

刻
』（
法
蔵
館
、２
０
０
１
年
）

④
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』巻
下（
善
導
撰『
往
生
礼
讃
』）

『
開
元
録
』の
編
集
で
有
名
な
唐
の
智
昇
が

編
集
し
た『
集
諸
経
礼
懺
儀
』は
上
下
２
巻
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
切
経
の
中
に
入
蔵
さ

れ
て
い
る
の
は
些
か
奇
異
で
あ
る
。
下
巻
は
善

導
の『
往
生
礼
讃
』そ
の
も
の
で
あ
る
。『
往
生

礼
讃
』一
巻
と
し
て
何
ら
差
し
支
え
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
し
な
か
っ
た
の
は

実
行
し
難
い
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
盛
唐

代
の
仏
教
界
に
は
錚
々
た
る
学
僧
が
綺
羅
星

の
如
く
連
な
っ
て
い
た
。
金
剛
寺
本
に
は
、
智

昇
が
強
引
に
入
蔵
さ
せ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
文

面
が
残
存
し
て
い
る
。
一
切
経
は
一
行
17
字
と

し
た
形
式
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
六
時
の
礼

讃
を
行
う
行
儀
の
書
で
あ
る『
往
生
礼
讃
』に

は
割
注
を
多
用
し
て
法
式
を
示
し
て
い
る
。
後

の
刊
本
に
は
消
え
た
こ
の
割
注
が
重
畳
し
て
見

ら
れ
る
の
は
圧
巻
で
あ
る
。

⑤
刊
本『
選
択
集
』（
断
簡
）鎌
倉
古
版
、

及
び
室
町
時
代
写
本『
選
択
集
』下

浄
土
教
の
刊
本
の
多
く
は
鎌
倉
時
代
を
濫

觴
と
す
る
。
中
で
も『
選
択
集
』は
建
暦
２
年

（
１
２
１
２
）に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
版

は
失
わ
れ
て
現
存
し
な
い
。
そ
の
後
延
応
元
年

（
１
２
３
９
）版
や
建
長
３
年
（
１
２
５
１
）
版

が
出
て
い
る
。
金
剛
寺
の『
選
択
集
』（
断
簡
）は
、

京
都
の
西
本
願
寺
に
あ
る
鎌
倉
古
版
の
後
刷

り
か
と
想
定
さ
れ
る
が
、
象
嵌
に
よ
っ
て
一
部

字
を
訂
正
し
て
い
る
。
ま
た
寄
せ
本
と
し
た
下

巻
は
室
町
時
代
の
写
本
で
あ
る
。

⑥
『
和
語
灯
録
』巻
三
　
高
野
山
で
書
写

法
然
の
法
語
録
で
あ
る
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』

は
15
巻
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
10
巻
は『
漢
語
灯

録
』で
、
５
巻
が『
和
語
灯
録
』で
あ
る
。
金
剛
寺

本
は
こ
の『
和
語
灯
録
』の
巻
三
に
相
当
す
る
。

書
写
年
代
は
正
平
６
年
（
１
３
５
１
）で
あ
る

が
、
龍
谷
大
学
に
は
元
亨
版
『
和
語
灯
録
』

（
１
３
２
１
）が
あ
り
金
剛
寺
本
よ
り
古
い
。

し
か
し
、
元
亨
版
は
平
仮
名
交
じ
り
、
金
剛
寺

本
は
片
仮
名
交
じ
り
の
和
漢
混
交
文
か
ら
推

測
で
き
る
よ
う
に
本
書
を
了
恵
が
編
集
し
た

文
永
12
年（
１
２
７
５
）当
時
の
書
の
系
統
を

引
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
同

系
統
本
と
し
て
京
都
の
西
方
寺
に
巻
三
が
あ

る
が
完
本
で
は
な
い
。

⑦『
念
仏
要
文
抄
』（
仮
題
）

南
北
朝
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
書
写
さ

れ
た
と
覚
し
き
題
名
未
詳
の
念
仏
要
文
抄
な

る
も
の
が
あ
る
。
本
書
は
源
信
の『
勧
心
誡
行

偈
』と『
婬
欲
教
誡
詞
』の
抄
写
引
用
に
続
き
、

一
遍
聖
の
踊
念
仏
和
讃
が
七
五
調
の
リ
ズ
ム
で

書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
善
慧（
証
空
）や
法
然

の
伝
記
、
法
語
が
連
写
さ
れ
て
い
る
が
、
法
然

関
係
の
抄
写
は
３
巻
本
『
法
然
上
人
秘
伝
』か

ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
。

（
本
学
教
授
）

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
珍
品
を
有
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
一
説
で
は
、
好
事
家
の
学
僧
が

蒐
集
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
金

剛
寺
聖
教
調
査
に
お
い
て
浄
土
教
の
典
籍
が

続
々
と
発
見
さ
れ
、
こ
の
見
解
を
大
幅
に
改
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
数
多
く
の

文
献
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
主
要
な
聖
教
７

点
を
紹
介
し
た
い
。

①
保
延
４
年（
１
１
３
８
）写

『
無
量
寿
経
論
註
』巻
下
　
最
古
写
本

中
国
浄
土
五
祖
の
第
一
、
曇
鸞（
４
７
６
〜

５
４
２
）の
主
著
の
最
古
本
は
こ
れ
ま
で
親
鸞

加
点
本（
建
長
８
年：

１
２
５
６
年
）と
さ
れ
て

き
た
が
、
本
書
の
発
見
に
よ
り
百
十
余
年
も
遡

る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
、
本
書
の
価
値
は
古

さ
だ
け
で
は
な
い
。
巻
下
の
全
部
に
亘
っ
て
綿

密
な
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
正

確
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
院
政
期
浄
土
教
の
研
究

が
生
半
可
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
実
証
で

き
る
の
で
あ
る
。

②
長
寛
３
年（
１
１
６
５
）写『
観
無
量
寿
経
』

「
浄
土
三
部
経
」と
い
う
名
称
は
法
然
が
名

付
け
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
平
安
院
政
期

の
三
部
経
は
装
飾
経
を
除
い
て
殆
ど
発
見
さ

れ
て
来
な
か
っ
た
。
金
剛
寺
で
発
見
さ
れ
た

『
観
無
量
寿
経
』は
書
写
年
代
が
長
寛
３
年
で

あ
り
、
し
か
も
ヲ
コ
ト
点（
朱
点
）が
全
編
に
付

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
爾
波
留
点（
別
流
）で

あ
る
が
、
築
島
裕
博
士
の
解
説
で
は
10
〜
11
世

紀
の
叡
山
で
盛
行
し
た
訓
点
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
平
安
時
代
の
叡
山
浄

土
教
の
根
本
テ
キ
ス
ト
が
河
内
の
真
言
宗
寺
院

ま
で
流
伝
し
た
こ
と
に
な
る
。
大
き
な
発
見
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

③
鎌
倉
時
代
写『
般
舟
讃
』（
残
欠
）最
古
写
本

善
導（
６
１
３
〜
６
８
１
）の『
依
観
経
等
明

般
舟
三
昧
行
道
往
生
讃
』（『
般
舟
讃
』）の
写
本

で
あ
る
。
わ
ず
か
に
表
紙
と
一
丁
だ
け
の
断
片

で
あ
る
が
、
院
政
期
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け

て
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。『
般
舟
讃
』最
古

の
写
本
で
あ
る
。
仁
和
寺
経
蔵
か
ら
発
見
さ

れ
た
写
本
の
系
統
と
異
な
る
本
文
を
有
す
る

こ
と
か
ら
さ
ら
に
残
存
部
分
の
発
見
に
期
待

が
か
か
る
。

［図1］保延4年（1138）写『無量寿経論註』巻下冒頭部分

［図3］鎌倉時代写『般舟讃』冒頭部分（左）とその拡大図［図7］『念仏要文抄』（仮題）所収「法然伝」部分

［図2］長寛3年（1165）写『観無量寿経』巻末部分

浄
土
教
関
係
の
文
献
７
点
を
紹
介

天
野
山
金
剛
寺
の

浄
土
教
典
籍落

合
俊
典

［図5］刊本『選択集』部分とその拡大図

［図6］『和語灯録』巻三冒頭部分

［図4］『集諸経礼懺儀』巻下所収『往生礼讃』
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微
生
物
は
、
小
さ
な
生
物
で
あ
る
も
の
の
、

そ
の
種
類
は
き
わ
め
て
多
く
、
地
球
上
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
生
息
し
て
お
り
、
古
写
経
の
劣
化

を
引
き
起
こ
す
要
因
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
一

般
的
に
、
書
籍
文
化
財
に
影
響
を
与
え
る
微
生

物
に
は
、
真
菌
類
や
細
菌
類
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
真
菌
類
と
は
、
菌
類（fu

n
gi

）の
な
か
で
単

細
胞
ま
た
は
菌
糸
か
ら
成
り
、
細
胞
壁
を
持
つ

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
細
菌
類
と
は
、
原
核
生

物
に
属
す
る
単
細
胞
の
微
生
物
で
あ
る
。
細
菌

類
が
、水
害
や
火
災
を
消
火
し
た
際
の
水
濡
れ
、

あ
る
い
は
漏
水
・
結
露
と
い
っ
た
よ
う
に
水
分
が

豊
富
な
環
境
で
な
い
と
生
育
で
き
な
い
の
に
対

し
、い
わ
ゆ
る「
カ
ビ
」と
呼
ば
れ
る
真
菌
類
は
、

室
温
環
境
で
も
生
育
し
や
す
い
た
め
、
も
っ
と

も
問
題
と
な
り
や
す
い
。

こ
う
い
っ
た
菌
類
は
、
光
合
成
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
自
分
か
ら
有
機
物
の
栄
養
分

を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ず
、
周
り
の
環
境
か
ら
栄

養
分
を
吸
収
し
て
生
育
す
る
。
つ
ま
り
、
仮
に
、

古
写
経
に
カ
ビ
な
ど
の
菌
類
が
生
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
古
写
経
を
形
成
し
て
い
る
材
料

を
栄
養
源
と
し
な
が
ら
、
そ
の
基
質
を
分
解
し

し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る（『
プ
チ
・
ロ
ワ
イ

ヤ
ル
仏
和
辞
典
』
第
三
版
　
旺
文
社
参
照
）。

こ
の
た
め
、フ
ラ
ン
ス
で
は
西
洋
写
本
等
に
発
生

し
た
カ
ビ
の
こ
と
を
、い
わ
ゆ
る
カ
ビ
を
指
す
言

葉
で
あ
るm

oisissu
re

と
表
現
す
る
以
外
に
、

端
的
にch

am
p

ign
on

と
表
現
す
る
こ
と
が
あ

る
の
に
も
頷
け
る
。

カ
ビ
は
、
生
育
す
る
と
胞
子
を
つ
く
り
、
胞

子
は
空
気
に
の
っ
て
運
ば
れ
、
あ
ら
ゆ
る
場
所

に
付
着
す
る
。
胞
子
の
大
き
さ
は
一
般
的
に

１
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
２
０
０
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。
通
常
の
環
境
で
は
、

カ
ビ
の
胞
子
は
ど
こ
に
で
も
存
在
す
る
が
、
そ
の

環
境
が
カ
ビ
の
生
育
に
適
さ
な
け
れ
ば
、
胞
子

は
発
芽
す
る
こ
と
は
な
く
生
育
す
る
こ
と
も
な

い
。
し
か
し
、
適
度
の
水
と
栄
養
分
が
あ
れ
ば

胞
子
は
付
着
し
た
部
分
か
ら
発
芽
し
、
そ
の
生

育
は
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
菌
類
に
よ
る
生
物

被
害
は
、
一
度
発
生
し
て
し
ま
う
と
、
あ
る
程

度
の
集
密
度
を
超
え
た
時
点
で
爆
発
的
に
拡

大
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
専
門
家
に
相
談
し
、原

因
を
究
明
し
て
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
な
い
限

り
、
薬
剤
を
用
い
て
殺
菌
処
理
を
行
っ
た
と
し
て

も
保
管
し
て
い
る
環
境
を
改
善
せ
ね
ば
、
被
害

は
繰
り
返
し
発
生
す
る（
図
７
）。

そ
し
て
、
カ
ビ
に
よ
っ
て
生
じ
て
し
ま
っ
た
染

み
や
汚
れ
を
修
復
や
化
学
処
理
に
よ
っ
て
除
去

す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

人
体
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
ほ
か
、
カ
ビ

に
は
マ
イ
ト
コ
キ
シ
ン
を
生
成
し
た
り
、病
原
性

を
有
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
が
多
く
発
生

し
て
い
る
場
所
で
作
業
に
あ
た
る
際
に
は
、
人

体
へ
の
安
全
性
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
二
次
的
な
日
和
見
感
染

を
避
け
る
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
作
業
に
あ

た
っ
た
後
に
は
、
衣
服
や
髪
に
胞
子
な
ど
が
付

着
し
た
ま
ま
の
状
態
で
、
抵
抗
力
・
免
疫
力
の

弱
い
人
と
接
触
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
後
世
に
伝
承
す
べ
き
文
献
を

守
る
た
め
に
も
、
人
体
の
安
全
性
の
た
め
に
も
、

こ
う
し
た
被
害
が
発
生
し
て
か
ら
何
ら
か
の
科

学
的
処
置
を
行
う
の
で
は
な
く
、
日
常
的
な
点

検
を
含
め
た
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
。
貴
重

な
古
文
献
が
大
切
に
し
ま
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

人
目
に
長
い
間
触
れ
る
こ
と
が
な
く
、
か
え
っ
て

被
害
の
早
期
発
見
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
う
る
。
被
害
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

保
管
場
所
に
は
湿
気
だ
ま
り
を
つ
く
ら
ず
、
湿

度
が
高
い
環
境
に
は
、
な
る
べ
く
長
期
間
放
置

し
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
水
分
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

す
る
こ
と
が
最
も
根
本
的
か
つ
基
本
的
な
対
策

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
ま
め
な
掃
除
や
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
は
、
カ
ビ
の
胞
子
を
は
じ
め
、
カ
ビ
の
栄
養

源
と
な
る
汚
れ
や
埃
を
除
去
す
る
の
で
、
非
常

に
有
効
な
対
策
と
な
る
。

【
参
考
文
献
】

村
尾
澤
夫
・
荒
井
基
夫
共
編
『
応
用
微
生
物
学
改
訂
版

（
第
14
刷
）』培
風
館
、２
０
０
３
年

三
浦
定
俊
・
佐
野
千
絵
・
木
川
り
か『
文
化
財
保
存
環

境
学
』朝
倉
書
店
、
２
０
０
４
年

佐
野
千
絵
・
木
川
り
か「
博
物
館
に
お
け
る
カ
ビ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」（『
文
化
財
の
虫
菌
害
48
号
』所
収
、２
０
０
４

年
12
月
）

木
川
り
か
・
間
渕
創
・
佐
野
千
絵
「
文
化
財
展
示
収
蔵

施
設
に
お
け
る
カ
ビ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
」（『
文
化

財
保
存
修
復
学
会
誌
第
48
号
』所
収
、
２
０
０
４
年
、

pp.9
8
-
1
1
3

）

吉
川
　
也
志
保（
き
っ
か
わ

や
し
ほ
）

東
京
都
生
ま
れ
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
保
存
部
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
を
経
て
、
保
存
環
境
調
査
法
な
ど
を
学
ぶ
。
一
橋

大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
在
学
。
研
究
テ
ー
マ
は
、

古
典
籍
保
存
の
技
術
と
歴
史
。
現
在
、
東
京
文
化
財
研
究

所
保
存
科
学
部
の
協
力
を
得
て
、
様
々
な
書
籍
文
化
財
の

保
存
環
境
を
調
査
中
。

て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
た
め
、
放
置
し
て

お
く
と
紙
な
ど
の
脆
弱
化
や
欠
損
を
招
き
、
代

謝
物
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
汚
損
か
ら
テ
ク
ス
ト

の
判
読
を
困
難
に
さ
せ
る
危
険
性
を
伴
っ
て
い

る
。
ま
た
、
発
生
し
た
菌
類
を
食
す
る
昆
虫
が

誘
引
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
は
、
文
献
資
料
に
と
っ

て
、
よ
り
深
刻
な
被
害
で
あ
る
虫
害
の
発
生
を

引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
、
日
頃「
カ
ビ
」と
呼
ん

で
い
る
も
の
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
通
常
は
、「
真

菌
類
の
う
ち
、
菌
糸
に
よ
り
成
長
す
る
も
の
を

カ
ビ（m

old
s

）ま
た
は
糸
状
菌（filam

en
to

u
s

fu
n

gi

）、
さ
ら
に
、
通
常
の
存
在
状
態
が
単
細

胞
で
あ
る
も
の
を
酵
母（yeasts

）、
肉
眼
的
に

観
察
で
き
る
大
型
の
子
実
体
を
つ
く
る
も
の
を

キ
ノ
コ（m

ushroom
s

）」と
い
う
よ
う
に
呼
び
な

ら
わ
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
酵
母
と
糸
状
菌

に
は
重
複
し
た
部
分
が
あ
る
た
め
厳
密
な
区
分

は
で
き
ず
、
キ
ノ
コ
は
糸
状
菌
の
生
活
環
に
お
け

る
一
期
間
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
分

類
学
上
の
用
語
で
は
な
い
。
し
か
し
、
微
生
物

の
種
類
を
大
ま
か
に
把
握
す
る
枠
組
み
と
し
て

は
便
利
な
区
分
法
で
あ
る
。

カ
ビ
が
発
生
す
る
と
、よ
く
白
っ
ぽ
い
斑
点
状
、

あ
る
い
は
、
綿
状
の
も
の
、
時
に
は
色
の
つ
い
た

斑
点
状
の
も
の
が
料
紙
や
装
丁
に
生
じ
る
。
折

本
な
ど
の
場
合
は
、
表
紙
や
料
紙
の
表
面
だ
け

で
な
く
小
口
に
あ
た
る
部
分
に
見
ら
れ
る
こ

と
も
多
い（
図
１
）。
湿
気
が
あ
り
カ
ビ
が
活
発

に
増
殖
し
て
い
る
と
き
は
、
特
有
の
カ
ビ
臭
さ

を
伴
う
こ
と
が
多
く
隔
離
す
る
必
要
が
あ
る
。

乾
燥
な
ど
に
よ
り
、
カ
ビ
が
不
活
性
な
状
態
に

な
る
と
、
臭
気
は
弱
ま
り
、
粉
を
ふ
い
た
よ
う

な
感
じ
に
み
え
る
こ
と
も
あ
る（
図
２
）。
こ
の

よ
う
な
状
態
の
も
の
を
発
見
し
た
場
合
は
、
他

の
資
料
に
付
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、

そ
っ
と
刷
毛
や
筆
な
ど
で
払
い
取
る
よ
う

に
す
る
。
よ
り
詳
し
い
対
処
法
が
掲
載
さ
れ

［図6］担子菌の顕微鏡写真。ろ紙の上で撮影。粒上のもの
が繊維状の菌糸で形成されているのが確認できる。
中央部は子実体。

［図1］小口に発生した微生物の例。

［図2］巻子本に発生したカビの例。

て
い
る
『
文
化
財
カ
ビ
被
害
防
止
チ
ャ
ー

ト
』
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
保
存
科
学

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
参
照

h
ttp

://w
w

w
.to

b
u

n
k

e
n

.g
o

.jp
/~

h
o

zo
n

/

k
ab

ich
art.jp

g

）。

カ
ビ
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
シ
ミ
な
ど

の
着
色
に
は
、
胞
子
や
菌
糸
が
沈
着
し
て
色

が
つ
い
て
し
ま
う
場
合
と
、
カ
ビ
の
代
謝
物

（
図
３
）の
放
出
・
分
解
の
過
程
で
変
色
さ
せ

る
場
合
が
あ
る
。
黒
い
胞
子
を
形
成
す
る
た

め
、
通
称
、
黒
コ
ウ
ジ
カ
ビ
の
名
で
知
ら
れ
る
学

名A
s
p

e
r
g

u
illu

s
N

iger

は
前
者
の
例
に
あ

た
る（
図
４
）。
ま
た
、
キ
ノ
コ
を
形
成
す
る
こ
と

で
知
ら
れ
る
担
子
菌
類
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る（
図
５
・
図
６
）。
余
談
な
が
ら
、フ
ラ
ン
ス
語
で

ch
am

p
ign

on

と
い
う
語
は
、一
般
的
に
は
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
な
ど
の
キ
ノ
コ
を
指
す
の
だ
が
、カ
ビ

や
キ
ノ
コ
の
総
称
と
し
て
菌
類
を
指
す
言
葉
と

［図3］学名Penicillium janthinellum：寒天培地
上に培養されたコロニーからオレンジ色　
の代謝物が生成されている。

［図4］小口に発生した黒コウジカビ
（学名Asperguillus niger）の例。

［図5］担子菌類が発生した例。中央部の黒い粒状のもの。

［図7］殺菌燻蒸処理を行ったにもかか　
わらずカビが再発生した事例。

シ
ャ
ン
ピ
ニ
オ
ン

古
写
経
の
大
敵
「
カ
ビ
」、そ
の
実
体
と
予
防
法
は
？

古
写
経
と
微
生
物

吉
川
也
志
保

モ
ワ
ズ
ィ
シ
ュ
ウ
ル

【
執
筆
者
紹
介
】
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微
生
物
は
、
小
さ
な
生
物
で
あ
る
も
の
の
、

そ
の
種
類
は
き
わ
め
て
多
く
、
地
球
上
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
生
息
し
て
お
り
、
古
写
経
の
劣
化

を
引
き
起
こ
す
要
因
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
一

般
的
に
、
書
籍
文
化
財
に
影
響
を
与
え
る
微
生

物
に
は
、
真
菌
類
や
細
菌
類
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
真
菌
類
と
は
、
菌
類（fu

n
gi

）の
な
か
で
単

細
胞
ま
た
は
菌
糸
か
ら
成
り
、
細
胞
壁
を
持
つ

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
細
菌
類
と
は
、
原
核
生

物
に
属
す
る
単
細
胞
の
微
生
物
で
あ
る
。
細
菌

類
が
、水
害
や
火
災
を
消
火
し
た
際
の
水
濡
れ
、

あ
る
い
は
漏
水
・
結
露
と
い
っ
た
よ
う
に
水
分
が

豊
富
な
環
境
で
な
い
と
生
育
で
き
な
い
の
に
対

し
、い
わ
ゆ
る「
カ
ビ
」と
呼
ば
れ
る
真
菌
類
は
、

室
温
環
境
で
も
生
育
し
や
す
い
た
め
、
も
っ
と

も
問
題
と
な
り
や
す
い
。

こ
う
い
っ
た
菌
類
は
、
光
合
成
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
自
分
か
ら
有
機
物
の
栄
養
分

を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ず
、
周
り
の
環
境
か
ら
栄

養
分
を
吸
収
し
て
生
育
す
る
。
つ
ま
り
、
仮
に
、

古
写
経
に
カ
ビ
な
ど
の
菌
類
が
生
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
古
写
経
を
形
成
し
て
い
る
材
料

を
栄
養
源
と
し
な
が
ら
、
そ
の
基
質
を
分
解
し

し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る（『
プ
チ
・
ロ
ワ
イ

ヤ
ル
仏
和
辞
典
』
第
三
版
　
旺
文
社
参
照
）。

こ
の
た
め
、フ
ラ
ン
ス
で
は
西
洋
写
本
等
に
発
生

し
た
カ
ビ
の
こ
と
を
、い
わ
ゆ
る
カ
ビ
を
指
す
言

葉
で
あ
るm

oisissu
re

と
表
現
す
る
以
外
に
、

端
的
にch

am
p

ign
on

と
表
現
す
る
こ
と
が
あ

る
の
に
も
頷
け
る
。

カ
ビ
は
、
生
育
す
る
と
胞
子
を
つ
く
り
、
胞

子
は
空
気
に
の
っ
て
運
ば
れ
、
あ
ら
ゆ
る
場
所

に
付
着
す
る
。
胞
子
の
大
き
さ
は
一
般
的
に

１
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
２
０
０
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。
通
常
の
環
境
で
は
、

カ
ビ
の
胞
子
は
ど
こ
に
で
も
存
在
す
る
が
、
そ
の

環
境
が
カ
ビ
の
生
育
に
適
さ
な
け
れ
ば
、
胞
子

は
発
芽
す
る
こ
と
は
な
く
生
育
す
る
こ
と
も
な

い
。
し
か
し
、
適
度
の
水
と
栄
養
分
が
あ
れ
ば

胞
子
は
付
着
し
た
部
分
か
ら
発
芽
し
、
そ
の
生

育
は
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
菌
類
に
よ
る
生
物

被
害
は
、
一
度
発
生
し
て
し
ま
う
と
、
あ
る
程

度
の
集
密
度
を
超
え
た
時
点
で
爆
発
的
に
拡

大
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
専
門
家
に
相
談
し
、原

因
を
究
明
し
て
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
な
い
限

り
、
薬
剤
を
用
い
て
殺
菌
処
理
を
行
っ
た
と
し
て

も
保
管
し
て
い
る
環
境
を
改
善
せ
ね
ば
、
被
害

は
繰
り
返
し
発
生
す
る（
図
７
）。

そ
し
て
、
カ
ビ
に
よ
っ
て
生
じ
て
し
ま
っ
た
染

み
や
汚
れ
を
修
復
や
化
学
処
理
に
よ
っ
て
除
去

す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

人
体
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
ほ
か
、
カ
ビ

に
は
マ
イ
ト
コ
キ
シ
ン
を
生
成
し
た
り
、病
原
性

を
有
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
が
多
く
発
生

し
て
い
る
場
所
で
作
業
に
あ
た
る
際
に
は
、
人

体
へ
の
安
全
性
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
二
次
的
な
日
和
見
感
染

を
避
け
る
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
作
業
に
あ

た
っ
た
後
に
は
、
衣
服
や
髪
に
胞
子
な
ど
が
付

着
し
た
ま
ま
の
状
態
で
、
抵
抗
力
・
免
疫
力
の

弱
い
人
と
接
触
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
後
世
に
伝
承
す
べ
き
文
献
を

守
る
た
め
に
も
、
人
体
の
安
全
性
の
た
め
に
も
、

こ
う
し
た
被
害
が
発
生
し
て
か
ら
何
ら
か
の
科

学
的
処
置
を
行
う
の
で
は
な
く
、
日
常
的
な
点

検
を
含
め
た
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
。
貴
重

な
古
文
献
が
大
切
に
し
ま
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

人
目
に
長
い
間
触
れ
る
こ
と
が
な
く
、
か
え
っ
て

被
害
の
早
期
発
見
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
う
る
。
被
害
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

保
管
場
所
に
は
湿
気
だ
ま
り
を
つ
く
ら
ず
、
湿

度
が
高
い
環
境
に
は
、
な
る
べ
く
長
期
間
放
置

し
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
水
分
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

す
る
こ
と
が
最
も
根
本
的
か
つ
基
本
的
な
対
策

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
ま
め
な
掃
除
や
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
は
、
カ
ビ
の
胞
子
を
は
じ
め
、
カ
ビ
の
栄
養

源
と
な
る
汚
れ
や
埃
を
除
去
す
る
の
で
、
非
常

に
有
効
な
対
策
と
な
る
。

【
参
考
文
献
】
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カ
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コ
ン
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ロ
ー
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い
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吉
川
　
也
志
保（
き
っ
か
わ

や
し
ほ
）

東
京
都
生
ま
れ
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
保
存
部
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
を
経
て
、
保
存
環
境
調
査
法
な
ど
を
学
ぶ
。
一
橋

大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
在
学
。
研
究
テ
ー
マ
は
、

古
典
籍
保
存
の
技
術
と
歴
史
。
現
在
、
東
京
文
化
財
研
究

所
保
存
科
学
部
の
協
力
を
得
て
、
様
々
な
書
籍
文
化
財
の

保
存
環
境
を
調
査
中
。

て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
た
め
、
放
置
し
て

お
く
と
紙
な
ど
の
脆
弱
化
や
欠
損
を
招
き
、
代

謝
物
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
汚
損
か
ら
テ
ク
ス
ト

の
判
読
を
困
難
に
さ
せ
る
危
険
性
を
伴
っ
て
い

る
。
ま
た
、
発
生
し
た
菌
類
を
食
す
る
昆
虫
が

誘
引
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
は
、
文
献
資
料
に
と
っ

て
、
よ
り
深
刻
な
被
害
で
あ
る
虫
害
の
発
生
を

引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
、
日
頃「
カ
ビ
」と
呼
ん

で
い
る
も
の
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
通
常
は
、「
真

菌
類
の
う
ち
、
菌
糸
に
よ
り
成
長
す
る
も
の
を

カ
ビ（m

old
s

）ま
た
は
糸
状
菌（filam

en
to

u
s

fu
n

gi

）、
さ
ら
に
、
通
常
の
存
在
状
態
が
単
細

胞
で
あ
る
も
の
を
酵
母（yeasts

）、
肉
眼
的
に

観
察
で
き
る
大
型
の
子
実
体
を
つ
く
る
も
の
を

キ
ノ
コ（m

ushroom
s

）」と
い
う
よ
う
に
呼
び
な

ら
わ
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
酵
母
と
糸
状
菌

に
は
重
複
し
た
部
分
が
あ
る
た
め
厳
密
な
区
分

は
で
き
ず
、
キ
ノ
コ
は
糸
状
菌
の
生
活
環
に
お
け

る
一
期
間
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
分

類
学
上
の
用
語
で
は
な
い
。
し
か
し
、
微
生
物

の
種
類
を
大
ま
か
に
把
握
す
る
枠
組
み
と
し
て

は
便
利
な
区
分
法
で
あ
る
。

カ
ビ
が
発
生
す
る
と
、よ
く
白
っ
ぽ
い
斑
点
状
、

あ
る
い
は
、
綿
状
の
も
の
、
時
に
は
色
の
つ
い
た

斑
点
状
の
も
の
が
料
紙
や
装
丁
に
生
じ
る
。
折

本
な
ど
の
場
合
は
、
表
紙
や
料
紙
の
表
面
だ
け

で
な
く
小
口
に
あ
た
る
部
分
に
見
ら
れ
る
こ

と
も
多
い（
図
１
）。
湿
気
が
あ
り
カ
ビ
が
活
発

に
増
殖
し
て
い
る
と
き
は
、
特
有
の
カ
ビ
臭
さ

を
伴
う
こ
と
が
多
く
隔
離
す
る
必
要
が
あ
る
。

乾
燥
な
ど
に
よ
り
、
カ
ビ
が
不
活
性
な
状
態
に

な
る
と
、
臭
気
は
弱
ま
り
、
粉
を
ふ
い
た
よ
う

な
感
じ
に
み
え
る
こ
と
も
あ
る（
図
２
）。
こ
の

よ
う
な
状
態
の
も
の
を
発
見
し
た
場
合
は
、
他

の
資
料
に
付
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、

そ
っ
と
刷
毛
や
筆
な
ど
で
払
い
取
る
よ
う

に
す
る
。
よ
り
詳
し
い
対
処
法
が
掲
載
さ
れ

［図6］担子菌の顕微鏡写真。ろ紙の上で撮影。粒上のもの
が繊維状の菌糸で形成されているのが確認できる。
中央部は子実体。

［図1］小口に発生した微生物の例。

［図2］巻子本に発生したカビの例。

て
い
る
『
文
化
財
カ
ビ
被
害
防
止
チ
ャ
ー

ト
』
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
保
存
科
学

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
参
照

h
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w
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カ
ビ
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
シ
ミ
な
ど

の
着
色
に
は
、
胞
子
や
菌
糸
が
沈
着
し
て
色

が
つ
い
て
し
ま
う
場
合
と
、
カ
ビ
の
代
謝
物

（
図
３
）の
放
出
・
分
解
の
過
程
で
変
色
さ
せ

る
場
合
が
あ
る
。
黒
い
胞
子
を
形
成
す
る
た

め
、
通
称
、
黒
コ
ウ
ジ
カ
ビ
の
名
で
知
ら
れ
る
学

名A
s
p

e
r
g

u
illu

s
N

iger

は
前
者
の
例
に
あ

た
る（
図
４
）。
ま
た
、
キ
ノ
コ
を
形
成
す
る
こ
と

で
知
ら
れ
る
担
子
菌
類
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る（
図
５
・
図
６
）。
余
談
な
が
ら
、フ
ラ
ン
ス
語
で

ch
am

p
ign

on

と
い
う
語
は
、一
般
的
に
は
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
な
ど
の
キ
ノ
コ
を
指
す
の
だ
が
、カ
ビ

や
キ
ノ
コ
の
総
称
と
し
て
菌
類
を
指
す
言
葉
と

［図3］学名Penicillium janthinellum：寒天培地
上に培養されたコロニーからオレンジ色　
の代謝物が生成されている。

［図4］小口に発生した黒コウジカビ
（学名Asperguillus niger）の例。

［図5］担子菌類が発生した例。中央部の黒い粒状のもの。

［図7］殺菌燻蒸処理を行ったにもかか　
わらずカビが再発生した事例。

シ
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ン
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古
写
経
の
大
敵
「
カ
ビ
」、そ
の
実
体
と
予
防
法
は
？

古
写
経
と
微
生
物
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従
是
山
西
方
寺
は
、
奈
良
県
大
和
郡
山

市
に
あ
る
浄
土
宗
の
寺
院
で
す
。
永
正
年
間

（
１
５
０
４
〜
１
５
２
１
）に
西
念
に
よ
っ
て

開
か
れ
ま
し
た
。
元
々
は
現
在
地
よ
り
北
の

尼
ケ
辻（
奈
良
市
）に
あ
っ
た
の
で
す
が
、文
禄
年
間

（
１
５
９
２
〜
１
５
９
６
）に
現
在
の
地
に

移
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
西
方
寺
付
近

に
は
多
く
の
寺
院
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
境
内
に

は
本
堂
・
経
蔵
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
鉛
筆

供
養
塔
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
本
尊
の
木
造
阿

弥
陀
如
来
立
像
は
藤
原
時
代
の
作
で
す
。
経
蔵

は
、
後
述
す
る
大
門
寺
一
切
経
を
購
入
し
た
と

き
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
西
岸
寺（
廃
寺
）

開
山
の
天
誉
の
木
造
坐
像
が
あ
り
ま
す
。

西
方
寺
一
切
経
は
、
元
禄
年
間（
１
６
８
８
〜

１
７
０
４
）、
第
11
世
知
遵
の
時
に
大
門
寺
の
一

切
経
を
購
入
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
大
門

寺
一
切
経
と
は
、
摂
津
国
三
島
郡
石
河
村（
現

茨
木
市
）の
摂
津
観
音
大
門
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
一
切
経
の
こ
と
で
、
石
田
茂
作
・
田
中
塊
堂
両

氏
に
よ
り
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

西
方
寺
一
切
経
中
の
平
安
・
鎌
倉
写
経
は
、
そ
の

大
門
寺
一
切
経
な
の
で
す
。
内
訳
は
、
平
安
写
経

○
第
１
回
公
開
研
究
会

平
成
18
年
５
月
27
日（
土
）午
後
３
時
〜
５
時

上
杉
智
英（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
補
助
員
）

「
日
本
古
写
経
中
の『
往
生
礼
讃
』」

箕
浦
尚
美（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
）

「
玄
応
撰『
一
切
経
音
義
』の
日
本
現
存
古
写
本

に
つ
い
て
」

落
合
俊
典（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

「
一
切
経
と
一
切
経
音
義
」

○
第
２
回
公
開
研
究
会

同
年
10
月
14
日（
土
）午
後
３
時
〜
５
時

池
麗
梅（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
）

「
金
剛
寺
本『
餓
鬼
報
応
経
』に
つ
い
て
」

佐
藤
も
な（
同
右
）

「『
七
女
経
』古
写
本
に
関
す
る
諸
問
題
」

宇
都
宮
啓
吾（
大
阪
大
谷
大
学
教
授
）

「『
大
乗
起
信
論
』の
古
点
本
に
つ
い
て
」

上
杉
氏
は
、
善
導
撰『
往
生
礼
讃
』が
収
め
ら

れ
る
智
昇
撰『
集
諸
経
礼
讃
儀
』巻
下
の
有
す
る

資
料
的
価
値
に
言
及
し
、
特
に
そ
の
七
寺
本
・
松

尾
社
本
の
系
統
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
。

箕
浦
氏
は
、
玄
応
撰『
一
切
経
音
義
』の
日
本

現
存
写
本
の
本
文
系
統
を
検
討
し
、ま
た
各
巻

の
冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
所
収
経
典
の
配
列
順
に

錯
簡
が
見
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。

落
合
氏
は
、
も
と
は『
大
唐
衆
経
音
義
』と
い

う
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
玄
応
撰『
一
切
経
音
義
』

が
則
天
武
后
の
時
代
に
名
称
変
更
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
あ
わ
せ
て
玄
応
自
身

の
依
拠
し
た
一
切
経
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。

池
氏
は
、『
餓
鬼
報
応
経
』の
金
剛
寺
本
に
注

目
し
、
そ
れ
を
高
麗
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
版

本
や
他
の
日
本
古
写
経
本
（
西
方
寺
本
・
七
寺

本
）に
よ
っ
て
校
訂
す
る
際
に
浮
か
び
上
が
る
問

題
点
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
。

佐
藤
氏
は
、
金
剛
寺
本『
七
女
経
』が
支
謙
訳

と
さ
れ
る
現
行
の『
七
女
経
』と
異
な
る
こ
と
を
紹

介
し
、
経
録
に
記
載
さ
れ
る
３
本
の
訳
や『
経
律

異
相
』中
の
引
用
に
触
れ
な
が
ら
、
本
経
の
問
題

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。

宇
都
宮
氏
は
、
中
世
以
前
に
お
け
る『
大
乗
起

信
論
』の
訓
読
の
実
態
を
う
か
が
わ
せ
る
古
点
本

の
中
か
ら
東
寺
観
智
院
本
を
検
討
し
な
が
ら
、

『
大
乗
起
信
論
』訓
読
法
の
時
代
的
変
遷
や
宗
派

に
お
け
る
訓
読
法
の
相
違
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
。

第
１
回
、
第
２
回
と
も
質
疑
と
応
答
が
活
発

に
交
わ
さ
れ
、
会
は
盛
況
裡
に
終
了
し
た
。
第
３

回
公
開
研
究
会
の
報
告
に
つ
い
て
は
次
号
の「
い

と
く
ら
」に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
研
究
員（
PD
）、林
寺
正
俊
）

平
成
18
年
度
の
研
究
報
告
と
し
て
、
日
本
古

写
経
善
本
叢
刊（
第
２
輯
）『
大
乗
起
信
論
』を

刊
行
す
る
。
本
書
で
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
書

写
さ
れ
た
真
諦
訳『
大
乗
起
信
論
』や
そ
の
宋
版

な
ど
を
紹
介
す
る
。

『
大
乗
起
信
論
』は
、
大
乗
仏
教
の
重
要
思
想

で
あ
る
如
来
蔵
思
想
を
、
簡
潔
で
あ
り
な
が
ら

も
論
理
的
に
展
開
し
た
論
書
で
あ
る
。
本
書
に

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
が
な
く
、
六
朝
梁
代
の
真

諦
と
唐
代
の
実
叉
難
陀
に
よ
る
２
種
類
の
漢
訳

の
み
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
中
国
撰

述
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
２
種
の
漢
訳
の
う
ち
、

古
来
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
仏
教
者
に
よ
っ
て
盛
ん

に
研
究
さ
れ
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
仏
教
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
は
、
真
諦
訳『
大

乗
起
信
論
』（
１
巻
）で
あ
る
。

今
回
の
出
版
で
は
、
真
諦
訳『
大
乗
起
信
論
』

の
写
本
や
刊
本
を
７
点
ほ
ど
取
り
上
げ
る
。
そ

の
う
ち
、
影
印
で
紹
介
す
る
の
は
、
金
剛
寺
一
切

経
本（
１
巻
、
附
翻
刻
文
）、
金
剛
寺
蔵
保
元
２

年（
１
１
５
７
）写
本（
１
巻
）、
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
松
本
文
庫
蔵
宋
思
渓
版
本
（
１

巻
）の
３
本
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
真
福
寺
蔵
本

（
１
巻
、
附
翻
刻
文
）、
松
本
文
庫
蔵
の
永
徳

元
年（
１
３
８
１
）刊
本（
１
巻
）と
大
永
６
年

（
１
５
２
６
）奥
書
付
写
本（
１
巻
）、
金
剛
寺
蔵

正
嘉
２
年（
１
２
５
８
）刊
本（
残
本
）の
４
点
に

つ
い
て
は
、
翻
刻
・
解
題
な
ど
で
紹
介
す
る
。
解

題
は
、
本
学
の
木
村
清
孝
教
授
、
落
合
俊
典
教

授
、
大
阪
大
谷
大
学
の
宇
都
宮
啓
吾
教
授
、
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
梶
浦
晋
先
生
よ

り
ご
寄
稿
を
賜
っ
た
。

本
書
の
意
義
は
、『
大
乗
起
信
論
』の
資
料

的
価
値
の
高
い
諸
伝
本
を
採
り
上
げ
た
こ

と
に
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、金
剛
寺
蔵
本
な

ど
に
付
せ
ら
れ
た
古
訓
点
の
解
読
と
そ
の
解

説
に
よ
っ
て
中
世
日
本
に
お
け
る
読
み
が
解
明

さ
れ
る
こ
と
に
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
よ
っ
て
、

東
ア
ジ
ア
仏
教
に
最
も
深
遠
な
影
響
を
与
え

た
論
書
の
一
つ
で
あ
る『
大
乗
起
信
論
』の
文
献

学
的
思
想
的
研
究
の
更
な
る
発
展
に
対
す
る

本
報
告
書
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

（
研
究
員（
PD
）、池
麗
梅
）

が
１,
３
４
１
巻
、
鎌
倉
写
経
が
８
４
０
巻（
加

え
て
開
巻
不
可
能
本
が
３
５
１
巻
あ
り
ま
す
）

で
、
そ
の
他
に
元
版
18
巻
・
春
日
版
43
巻
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
２
種
は
大
門
寺
一
切
経
で
あ
っ
た

も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
。
ま
た
、
大
門
寺
一

切
経
購
入
分
以
外
に
は
、
江
戸
時
代
に
書
写
さ

れ
た
も
の
が
36
巻
あ
り
ま
す
。

西
方
寺
一
切
経
は
、
戦
後
に
大
門
寺
一
切
経

の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
50
年

（
１
９
７
５
）に
、
西
方
寺
一
切
経
は
大
和
郡

山
市
指
定
文
化
財
と
な
り
、
昭
和
56
年
か
ら
は
、

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
詳
細
な
一
切
経

調
査
が
行
わ
れ
、
報
告
書
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
西

方
寺
一
切
経

全
巻
の
巻
首

部
分
を
撮
影

し
、
重
要
な

文
献
に
関
し

て
は
高
解
像

度
の
カ
メ
ラ
で

全
紙
撮
影
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
編
『
大
和
郡
山
市
西
方
寺

所
蔵
一
切
経
調
査
報
告
書
』（
大
和
郡
山
市
教
育

委
員
会
、
１
９
８
４
年
）

（
三
宅
徹
誠
）

本
日
、７
月
15
日
は
大
和
郡
山
市
に
あ
る
浄

土
宗
西
方
寺
の
調
査
日
で
あ
る
。京
都
か
ら
は
近

鉄
電
車
に
乗
る
と
、
40
分
程
で
近
鉄
郡
山
駅
に
到

着
す
る
。
駅
付
近
の
城
下
町
の
風
情
が
色
濃
く

残
る
市
街
地
の
な
か
に
そ
の
西
方
寺
は
位
置
す

る
。こ
の
大
和
郡
山
は
古
く
は
筒
井
順
慶
、
豊
臣

秀
長
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
、近
世
に
は
柳
沢
吉
里

と
い
っ
た
領
主
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
城
下
町
で
あ

り
、
箱
本
十
三
町
な
ど
を
形
づ
く
っ
た
歴
史
的
な

景
観
を
多
く
残
し
て
い
る
。
西
方
寺
一
切
経
は

そ
の
よ
う
な
景
色
の
な
か
に
護
持
さ
れ
て
き
た
。

現
存
す
る
一
切
経
か
ら
奈
良
・
平
安
期
の
一

切
経
の
デ
ー
タ
を
復
元
す
る
と
い
う
本
計
画
の
中

で
、
あ
る
経
典
の
全
巻
の
デ
ー
タ
を
ひ
と
つ
の
調

査
先
か
ら
抽
出
で
き
る
こ
と
は
希
有
な
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
奈
良
平
安
期
の
一
切
経
の
全

体
像
の
復
元
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
調
査

先
の
デ
ー
タ
か
ら
相
互
に
欠
巻
を
補
う
必
要
が

あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
経
典
の
存
在
は
不

可
欠
で
あ
る
。そ
の
意
味
で
西
方
寺
一
切
経
の

調
査
は
重
要
で
あ
る
。た
だ
、
今
回
は
使
い
慣
れ

た
撮
影
機
材
が
使
え
な
か
っ
た
が
、入
念
な
準
備

と
様
々
な
道
具
を
適
切
な
作
業
道
具
に
代
用
す

る
機
転
と
、各
人
の
技
量
で
跳
ね
返
す
こ
と
が

出
来
た
。
加
え
て
、十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
広
い
本

堂
を
調
査
室
と
し
て
快
く
提
供
し
て
く
だ

さ
る
な
ど
、
西
方
寺
御
当
院
の
御
配
慮
に
支

え
ら
れ
て
は

じ
め
て
成
就

す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

調
査
の
日

程
を
終
了
し
、

帰
途
に
就
い

た
時
、
町
の

美
観
の
一
つ
で
あ
る
外
堀
に
は
郡
山
の
情
景
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
た
。
城
下

町
の
遺
構
に
昔
と
変
わ
ら
ぬ
流
れ
を
た
た
え
る
水

堀
に
は
古
い
文
化
へ
の
住
民
の
敬
意
が
反
映
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
そ
う
い

っ
た
風
景
を
横
切
り
つ
つ
も
、
古
来
よ
り
脈
々
と

続
く
文
化
を
継
承
し
保
全
す
る
町
の
努
力
、
そ

し
て
、
何
よ
り
も
平
安
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
一
切
経
を
連
綿
と
保
持

し
て
き
た
西
方
寺
に
最
大
の
賛
辞
を
贈
り
た
い

と
思
う
の
で
あ
る
。

（
能
島
覚
）

今
年
度
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
公
開
研
究
会
は

本
学
に
お
い
て
３
回
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
が
、以
下

は
そ
の
う
ち
の
第
１
回
と
第
２
回
の
報
告
で
あ

る
。日
時
、発
表
者
、お
よ
び
発
表
題
目
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

調査風景

西方寺経蔵

宇都宮啓吾教授

落合俊典教授
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じ
ゅ
う
ぜ
さ
ん

調
査
の
様
子
伝
え
ま
す

活
動
記
録

古
写
経
研
究
の
最
新
事
情

公

開

研

究

会

『
大
乗
起
信
論
』

出

版

物

紹

介

寺
院
紹
介

奈
良
県
の
浄
土
宗
寺
院
、２,
０
０
０
巻
を
超
え
る
　

古
写
経
を
所
蔵

調

査

日

記

写
本
・
刊
本
を
７
種
掲
載

西
方
寺



従
是
山
西
方
寺
は
、
奈
良
県
大
和
郡
山

市
に
あ
る
浄
土
宗
の
寺
院
で
す
。
永
正
年
間

（
１
５
０
４
〜
１
５
２
１
）に
西
念
に
よ
っ
て

開
か
れ
ま
し
た
。
元
々
は
現
在
地
よ
り
北
の

尼
ケ
辻（
奈
良
市
）に
あ
っ
た
の
で
す
が
、文
禄
年
間

（
１
５
９
２
〜
１
５
９
６
）に
現
在
の
地
に

移
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
西
方
寺
付
近

に
は
多
く
の
寺
院
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
境
内
に

は
本
堂
・
経
蔵
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
鉛
筆

供
養
塔
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
本
尊
の
木
造
阿

弥
陀
如
来
立
像
は
藤
原
時
代
の
作
で
す
。
経
蔵

は
、
後
述
す
る
大
門
寺
一
切
経
を
購
入
し
た
と

き
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
西
岸
寺（
廃
寺
）

開
山
の
天
誉
の
木
造
坐
像
が
あ
り
ま
す
。

西
方
寺
一
切
経
は
、
元
禄
年
間（
１
６
８
８
〜

１
７
０
４
）、
第
11
世
知
遵
の
時
に
大
門
寺
の
一

切
経
を
購
入
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
大
門

寺
一
切
経
と
は
、
摂
津
国
三
島
郡
石
河
村（
現

茨
木
市
）の
摂
津
観
音
大
門
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
一
切
経
の
こ
と
で
、
石
田
茂
作
・
田
中
塊
堂
両

氏
に
よ
り
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

西
方
寺
一
切
経
中
の
平
安
・
鎌
倉
写
経
は
、
そ
の

大
門
寺
一
切
経
な
の
で
す
。
内
訳
は
、
平
安
写
経

○
第
１
回
公
開
研
究
会

平
成
18
年
５
月
27
日（
土
）午
後
３
時
〜
５
時

上
杉
智
英（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
補
助
員
）

「
日
本
古
写
経
中
の『
往
生
礼
讃
』」

箕
浦
尚
美（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
）

「
玄
応
撰『
一
切
経
音
義
』の
日
本
現
存
古
写
本

に
つ
い
て
」

落
合
俊
典（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

「
一
切
経
と
一
切
経
音
義
」

○
第
２
回
公
開
研
究
会

同
年
10
月
14
日（
土
）午
後
３
時
〜
５
時

池
麗
梅（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
）

「
金
剛
寺
本『
餓
鬼
報
応
経
』に
つ
い
て
」

佐
藤
も
な（
同
右
）

「『
七
女
経
』古
写
本
に
関
す
る
諸
問
題
」

宇
都
宮
啓
吾（
大
阪
大
谷
大
学
教
授
）

「『
大
乗
起
信
論
』の
古
点
本
に
つ
い
て
」

上
杉
氏
は
、
善
導
撰『
往
生
礼
讃
』が
収
め
ら

れ
る
智
昇
撰『
集
諸
経
礼
讃
儀
』巻
下
の
有
す
る

資
料
的
価
値
に
言
及
し
、
特
に
そ
の
七
寺
本
・
松

尾
社
本
の
系
統
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
。

箕
浦
氏
は
、
玄
応
撰『
一
切
経
音
義
』の
日
本

現
存
写
本
の
本
文
系
統
を
検
討
し
、ま
た
各
巻

の
冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
所
収
経
典
の
配
列
順
に

錯
簡
が
見
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。

落
合
氏
は
、
も
と
は『
大
唐
衆
経
音
義
』と
い

う
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
玄
応
撰『
一
切
経
音
義
』

が
則
天
武
后
の
時
代
に
名
称
変
更
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
あ
わ
せ
て
玄
応
自
身

の
依
拠
し
た
一
切
経
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。

池
氏
は
、『
餓
鬼
報
応
経
』の
金
剛
寺
本
に
注

目
し
、
そ
れ
を
高
麗
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
版

本
や
他
の
日
本
古
写
経
本
（
西
方
寺
本
・
七
寺

本
）に
よ
っ
て
校
訂
す
る
際
に
浮
か
び
上
が
る
問

題
点
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
。

佐
藤
氏
は
、
金
剛
寺
本『
七
女
経
』が
支
謙
訳

と
さ
れ
る
現
行
の『
七
女
経
』と
異
な
る
こ
と
を
紹

介
し
、
経
録
に
記
載
さ
れ
る
３
本
の
訳
や『
経
律

異
相
』中
の
引
用
に
触
れ
な
が
ら
、
本
経
の
問
題

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。

宇
都
宮
氏
は
、
中
世
以
前
に
お
け
る『
大
乗
起

信
論
』の
訓
読
の
実
態
を
う
か
が
わ
せ
る
古
点
本

の
中
か
ら
東
寺
観
智
院
本
を
検
討
し
な
が
ら
、

『
大
乗
起
信
論
』訓
読
法
の
時
代
的
変
遷
や
宗
派

に
お
け
る
訓
読
法
の
相
違
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
。

第
１
回
、
第
２
回
と
も
質
疑
と
応
答
が
活
発

に
交
わ
さ
れ
、
会
は
盛
況
裡
に
終
了
し
た
。
第
３

回
公
開
研
究
会
の
報
告
に
つ
い
て
は
次
号
の「
い

と
く
ら
」に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
研
究
員（
PD
）、林
寺
正
俊
）

平
成
18
年
度
の
研
究
報
告
と
し
て
、
日
本
古

写
経
善
本
叢
刊（
第
２
輯
）『
大
乗
起
信
論
』を

刊
行
す
る
。
本
書
で
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
書

写
さ
れ
た
真
諦
訳『
大
乗
起
信
論
』や
そ
の
宋
版

な
ど
を
紹
介
す
る
。

『
大
乗
起
信
論
』は
、
大
乗
仏
教
の
重
要
思
想

で
あ
る
如
来
蔵
思
想
を
、
簡
潔
で
あ
り
な
が
ら

も
論
理
的
に
展
開
し
た
論
書
で
あ
る
。
本
書
に

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
が
な
く
、
六
朝
梁
代
の
真

諦
と
唐
代
の
実
叉
難
陀
に
よ
る
２
種
類
の
漢
訳

の
み
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
中
国
撰

述
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
２
種
の
漢
訳
の
う
ち
、

古
来
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
仏
教
者
に
よ
っ
て
盛
ん

に
研
究
さ
れ
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
仏
教
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
は
、
真
諦
訳『
大

乗
起
信
論
』（
１
巻
）で
あ
る
。

今
回
の
出
版
で
は
、
真
諦
訳『
大
乗
起
信
論
』

の
写
本
や
刊
本
を
７
点
ほ
ど
取
り
上
げ
る
。
そ

の
う
ち
、
影
印
で
紹
介
す
る
の
は
、
金
剛
寺
一
切

経
本（
１
巻
、
附
翻
刻
文
）、
金
剛
寺
蔵
保
元
２

年（
１
１
５
７
）写
本（
１
巻
）、
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
松
本
文
庫
蔵
宋
思
渓
版
本
（
１

巻
）の
３
本
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
真
福
寺
蔵
本

（
１
巻
、
附
翻
刻
文
）、
松
本
文
庫
蔵
の
永
徳

元
年（
１
３
８
１
）刊
本（
１
巻
）と
大
永
６
年

（
１
５
２
６
）奥
書
付
写
本（
１
巻
）、
金
剛
寺
蔵

正
嘉
２
年（
１
２
５
８
）刊
本（
残
本
）の
４
点
に

つ
い
て
は
、
翻
刻
・
解
題
な
ど
で
紹
介
す
る
。
解

題
は
、
本
学
の
木
村
清
孝
教
授
、
落
合
俊
典
教

授
、
大
阪
大
谷
大
学
の
宇
都
宮
啓
吾
教
授
、
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
梶
浦
晋
先
生
よ

り
ご
寄
稿
を
賜
っ
た
。

本
書
の
意
義
は
、『
大
乗
起
信
論
』の
資
料

的
価
値
の
高
い
諸
伝
本
を
採
り
上
げ
た
こ

と
に
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、金
剛
寺
蔵
本
な

ど
に
付
せ
ら
れ
た
古
訓
点
の
解
読
と
そ
の
解

説
に
よ
っ
て
中
世
日
本
に
お
け
る
読
み
が
解
明

さ
れ
る
こ
と
に
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
よ
っ
て
、

東
ア
ジ
ア
仏
教
に
最
も
深
遠
な
影
響
を
与
え

た
論
書
の
一
つ
で
あ
る『
大
乗
起
信
論
』の
文
献

学
的
思
想
的
研
究
の
更
な
る
発
展
に
対
す
る

本
報
告
書
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

（
研
究
員（
PD
）、池
麗
梅
）

が
１,
３
４
１
巻
、
鎌
倉
写
経
が
８
４
０
巻（
加

え
て
開
巻
不
可
能
本
が
３
５
１
巻
あ
り
ま
す
）

で
、
そ
の
他
に
元
版
18
巻
・
春
日
版
43
巻
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
２
種
は
大
門
寺
一
切
経
で
あ
っ
た

も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
。
ま
た
、
大
門
寺
一

切
経
購
入
分
以
外
に
は
、
江
戸
時
代
に
書
写
さ

れ
た
も
の
が
36
巻
あ
り
ま
す
。

西
方
寺
一
切
経
は
、
戦
後
に
大
門
寺
一
切
経

の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
50
年

（
１
９
７
５
）に
、
西
方
寺
一
切
経
は
大
和
郡

山
市
指
定
文
化
財
と
な
り
、
昭
和
56
年
か
ら
は
、

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
詳
細
な
一
切
経

調
査
が
行
わ
れ
、
報
告
書
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
西

方
寺
一
切
経

全
巻
の
巻
首

部
分
を
撮
影

し
、
重
要
な

文
献
に
関
し

て
は
高
解
像

度
の
カ
メ
ラ
で

全
紙
撮
影
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
編
『
大
和
郡
山
市
西
方
寺

所
蔵
一
切
経
調
査
報
告
書
』（
大
和
郡
山
市
教
育

委
員
会
、
１
９
８
４
年
）

（
三
宅
徹
誠
）

本
日
、７
月
15
日
は
大
和
郡
山
市
に
あ
る
浄

土
宗
西
方
寺
の
調
査
日
で
あ
る
。京
都
か
ら
は
近

鉄
電
車
に
乗
る
と
、
40
分
程
で
近
鉄
郡
山
駅
に
到

着
す
る
。
駅
付
近
の
城
下
町
の
風
情
が
色
濃
く

残
る
市
街
地
の
な
か
に
そ
の
西
方
寺
は
位
置
す

る
。こ
の
大
和
郡
山
は
古
く
は
筒
井
順
慶
、
豊
臣

秀
長
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
、近
世
に
は
柳
沢
吉
里

と
い
っ
た
領
主
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
城
下
町
で
あ

り
、
箱
本
十
三
町
な
ど
を
形
づ
く
っ
た
歴
史
的
な

景
観
を
多
く
残
し
て
い
る
。
西
方
寺
一
切
経
は

そ
の
よ
う
な
景
色
の
な
か
に
護
持
さ
れ
て
き
た
。

現
存
す
る
一
切
経
か
ら
奈
良
・
平
安
期
の
一

切
経
の
デ
ー
タ
を
復
元
す
る
と
い
う
本
計
画
の
中

で
、
あ
る
経
典
の
全
巻
の
デ
ー
タ
を
ひ
と
つ
の
調

査
先
か
ら
抽
出
で
き
る
こ
と
は
希
有
な
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
奈
良
平
安
期
の
一
切
経
の
全

体
像
の
復
元
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
調
査

先
の
デ
ー
タ
か
ら
相
互
に
欠
巻
を
補
う
必
要
が

あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
経
典
の
存
在
は
不

可
欠
で
あ
る
。そ
の
意
味
で
西
方
寺
一
切
経
の

調
査
は
重
要
で
あ
る
。た
だ
、
今
回
は
使
い
慣
れ

た
撮
影
機
材
が
使
え
な
か
っ
た
が
、入
念
な
準
備

と
様
々
な
道
具
を
適
切
な
作
業
道
具
に
代
用
す

る
機
転
と
、各
人
の
技
量
で
跳
ね
返
す
こ
と
が

出
来
た
。
加
え
て
、十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
広
い
本

堂
を
調
査
室
と
し
て
快
く
提
供
し
て
く
だ

さ
る
な
ど
、
西
方
寺
御
当
院
の
御
配
慮
に
支

え
ら
れ
て
は

じ
め
て
成
就

す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

調
査
の
日

程
を
終
了
し
、

帰
途
に
就
い

た
時
、
町
の

美
観
の
一
つ
で
あ
る
外
堀
に
は
郡
山
の
情
景
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
た
。
城
下

町
の
遺
構
に
昔
と
変
わ
ら
ぬ
流
れ
を
た
た
え
る
水

堀
に
は
古
い
文
化
へ
の
住
民
の
敬
意
が
反
映
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
そ
う
い

っ
た
風
景
を
横
切
り
つ
つ
も
、
古
来
よ
り
脈
々
と

続
く
文
化
を
継
承
し
保
全
す
る
町
の
努
力
、
そ

し
て
、
何
よ
り
も
平
安
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
一
切
経
を
連
綿
と
保
持

し
て
き
た
西
方
寺
に
最
大
の
賛
辞
を
贈
り
た
い

と
思
う
の
で
あ
る
。

（
能
島
覚
）

今
年
度
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
公
開
研
究
会
は

本
学
に
お
い
て
３
回
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
が
、以
下

は
そ
の
う
ち
の
第
１
回
と
第
２
回
の
報
告
で
あ

る
。日
時
、発
表
者
、お
よ
び
発
表
題
目
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

調査風景

西方寺経蔵

宇都宮啓吾教授

落合俊典教授
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じ
ゅ
う
ぜ
さ
ん

調
査
の
様
子
伝
え
ま
す

活
動
記
録

古
写
経
研
究
の
最
新
事
情

公

開

研

究

会

『
大
乗
起
信
論
』

出

版

物

紹

介

寺
院
紹
介

奈
良
県
の
浄
土
宗
寺
院
、２,
０
０
０
巻
を
超
え
る
　

古
写
経
を
所
蔵

調

査

日

記

写
本
・
刊
本
を
７
種
掲
載

西
方
寺



今
後
の
活
動
予
定

平
成
19
年
度
の
予
定
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◇
公
開
研
究
会
◇

５
月
26
日（
土
）、
10
月
13
日（
土
）、
11
月
17

日（
土
）に
、国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
に
て
開

催
予
定
で
す
。

◇
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
◇

12
月
１
日（
土
）に
開
催
予
定
で
す（
会
場
未

定
）。本

学
・
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.icabs.ac.jp/frontia

）に
て
、講
演

者
・
題
目
等
の
予
定
を
随
時
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
の
で
、ご
確
認
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
紹
介

研
究
代
表
者

今
西
順
吉

（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
・

国
際
仏
教
学
院
理
事
長
）

研
究
分
担
者

H
ubert

D
U

R
T

（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

津
田
眞
一（
同
・
教
授
）

木
村
清
孝（
同
・
学
長
、
教
授
）

デ
レ
ア
ヌ

フ
ロ
リ
ン（
同
・
教
授
）

落
合
俊
典（
同
・
教
授
）

赤
尾
栄
慶

（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
課
企
画
室
長
）

高
田
時
雄

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

梶
浦
　
晋

（
同
・
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
）

C
hristian

W
IT

T
E

R
N

（
同
・
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）

宇
都
宮
啓
吾（
大
阪
大
谷
大
学
教
授
）

大
倉
孝
昭（
大
阪
大
谷
大
学
教
授
）

中
川
　
優（
和
歌
山
大
学
教
授
）

村
川
猛
彦（
和
歌
山
大
学
専
任
講
師
）

研
究
協
力
者

佐
藤
愛
弓

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員（
PD
））

能
島
　
覚

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
学
院
研
究
生
）

三
宅
徹
誠

（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置
国
際
仏
教
学

研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）

林
　
敏

（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
博
士
課
程
）

末
木
康
弘

（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
属
図
書
館
副
館
長
）

研
究
員（
PD
）

青
木
　
進
・
林
寺
正
俊
・
箕
浦
尚
美
・

佐
藤
も
な
・
池
　
麗
梅

研
究
補
助
員（
RA
）

興
津
香
織
・
上
杉
智
英
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金剛寺一切経本『大乗起信論』冒頭部分

七寺の経蔵／中村　一紀

スクロールビューアについて／村川　猛彦

《古写経紹介》

金剛寺一切経と安世高の漢訳仏典／デレアヌ フロリン

《蔵の中》

天野山金剛寺の浄土教典籍／落合　俊典
古写経と微生物／吉川　也志保

《寺院紹介》

西方寺

次
号
紹
介

一
切
経
所
蔵
寺
院
紹
介
な
ど
、古
写
経
研

究
に
お
け
る
最
新
情
報
を
、
特
集
に
て

お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。


